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平成29年 桶川市成人式典
暮らしの中の男女共同参画
インドネシア・トモホン市から来訪団を
お迎えしました
市県民税の申告のご案内 
情報ステーション
　桶川市長選挙および桶川市議会議員
　補欠選挙の投票日は4月16日（日）です
　桶川市公式HPについてご意見をお聴かせください
　生活の不安や心配ご相談ください
　放課後児童クラブ嘱託支援員を募集します
健康ステーション
　Let’s トライウォーキング
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いっしょにＤＯですか？
　男女共同参画フォーラム2017
　若者男子ごはん講座
まちの話題
　フォトスケッチ
　文化財を訪ねて
　はっぴいばーすでい・おけがわ文芸
●各種無料相談
●健康づくり幸せづくり
●響の森情報
●市民伝言板
●休日当番医・ごみ収集・いいトコみっけ隊
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P31
裏表紙

31,517 ＋33

75,266
37,401
37,865
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平成29年  桶川市成人式の様子



例例

島田 千春さん

平平成成２２９９年年 桶桶川川市市成成人人式式典典
11月月99日日（（月月・・祝祝））、、市市民民ホホーールルをを会会場場にに桶桶川川市市成成人人式式典典がが行行わわれれ、、773399人人がが大大人人

のの仲仲間間入入りりをを果果たたししままししたた。。
桶桶川川市市のの成成人人式式典典はは、、新新成成人人をを中中心心ととししたた実実行行委委員員会会がが企企画画・・運運営営ししてていいまますす。。
式式典典のの第第22部部でではは、、恩恩師師のの登登場場ややククイイズズののほほかか番番号号がが付付けけらられれたたフフリリススビビーーをを

客客席席にに飛飛ばばしし当当選選者者をを決決めめるる抽抽選選会会をを実実施施。。盛盛りり上上ががりりをを見見せせままししたた。。
桶桶川川市市のの成成人人式式典典はは、、新新成成人人式式研研究究会会主主催催のの『『成成人人式式大大賞賞』』ににおおいいてて、、88年年連連

続続でで受受賞賞ししてていいまますす。。平平成成2288年年ににはは、、素素朴朴なな内内容容ななががらら随随所所ででササププラライイズズ性性をを持持
たたせせるるななどどのの工工夫夫がが評評価価さされれ、、大大賞賞、、準準大大賞賞にに次次ぐぐ「「優優秀秀賞賞」」にに輝輝ききままししたた。。

次次世世代代をを担担うう新新成成人人にに聞聞ききままししたた

式式典典にに参参加加ししたた新新成成人人
たたちちにに「「2200歳歳のの抱抱負負」」
ををススケケッッチチブブッッククにに書書
いいてていいたただだききままししたた。。

氏名 大木 和紗さん

坂本 大志さん

澤 万由さん 村埜 宏輔さん

奈良 伊緒莉さん

佐伯 麗宝さん 榊原 百恵さん

原田 幹太さん 大嶋 聖らさん

井上 湧介さん 関 龍之介さん

今村 文香さん

平石 康太さん清水 智裕さん

長尾 俊希さん葛山 幸恵さん

山﨑 彩夏さん矢澤 杏奈さん

野口 幸志さんと友人
山﨑 裕也さん山﨑 琢也さん

▲実行委員の皆さん
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桶桶
川川
市市
男男
女女
共共
同同
参参
画画
都都
市市

宣宣
言言
のの
基基
本本
理理
念念
かか
らら

考考
ええ
るる

身身
近近
なな
暮暮
らら
しし
のの
中中
かか
らら

「「
自自
立立
」」とと「「
平平
等等
」」をを
考考
ええ
るる

事
例
1
あ
る
共
働
き
夫
婦

事
例
2
妻
が
い
な
い
と
ダ
メ
と
い
う
夫

〜
あ
る
介
護
施
設
で
〜

事
例
3
退
職
後
の
暮
ら
し

「「
意意
識識
をを
カカ
イイ
カカ
クク
。。

男男
女女
でで
ササ
ンン
カカ
クク
。。

社社
会会
をを
ヘヘ
ンン
カカ
クク
。。」」＊

桶
川
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

男
女
が
と
も
に

人
間
と
し
て
の

自
立
と
平
等
を
基
本
理
念
と
し
て

性
別
を
超
え

世
代
を
超
え

多
様
な
生
き
方
を
認
め
合
い

自
ら
の
意
思
で

あ
ら
ゆ
る
分
野
に

参
画
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し

こ
こ
に
桶
川
市
は

「
男
女
共
同
参
画
都
市
」を
宣
言
し
ま
す

市
で
は
、
平
成
10
年
に
桶
川
市
男
女
共

同
参
画
都
市
宣
言
を
し
ま
し
た
。
宣
言
で

い
う
「
自
立
と
平
等
」
と
は
ど
ん
な
こ
と

で
し
ょ
う
か
？

一
般
的
に
「
自
立
」
と
は
、
他
の
助
け

や
支
配
な
し
に
自
分
一
人
だ
け
の
力
で
物

事
を
行
う
こ
と
や
、
独
立
す
る
こ
と
、「
平

等
」
と
は
、
偏
り
や
差
別
が
な
く
、
み
な

等
し
い
こ
と
を
言
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
個
と
し
て
の
人
間
に
お
い
て
、

価
値
に
差
は
な
く
、「
人
」
と
し
て
認
め

合
い
、
だ�

れ�

で�

も�

参�

画�

で�

き�

る�

社�

会�

を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
4
つ
の
事
例
は
、
実
際
に
あ
っ
た

例
で
す
。

最
近
、
男
性
看
護
師
が
増
え
て
き
た
。

同
僚
の
Ｓ
君
は
「
同
じ
職
場
の
Ｔ
さ
ん

と
結
婚
し
ま
す
。」
と
以
前
、
メ
ー
ル
で

報
告
し
て
き
た
。
妻
の
Ｔ
さ
ん
の
ほ
う
が

帰
り
が
遅
い
た
め
、
夕
食
は
Ｓ
君
が
担
当

す
る
。
1
週
間
、
同
じ
物
を
作
ら
な
い
よ

う
に
写
メ
を
撮
り
、
そ
の
日
の
夕
食
の
メ

ニ
ュ
ー
を
聞
け
ば
す
ぐ
に
答
え
が
返
っ
て

く
る
。
掃
除
・
洗
濯
も
暇
な
方
が
す
る
と

い
う
。

彼
が
自
前
の
弁
当
を
広
げ
つ
つ
メ
ー
ル

を
確
認
す
る
姿
に
、
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
3

人
は
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
な
が
ら
感

心
し
た
。

介
護
施
設
に
夫
が
入
所
し
て
も
妻
は
昼

に
来
た
ら
夕
に
は
来
な
い
が
、
妻
が
入
所

す
る
と
夫
は
昼
と
夕
に
面
会
に
来
る
。
食

事
介
助
の
み
な
ら
ず
髪
を
と
か
し
た
り
顔

を
拭
い
た
り
と
微
笑
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

一
人
で
家
に
い
た
く
な
い
、
少
し
で
も
妻

の
そ
ば
に
い
た
い
と
い
う
。

定
年
退
職
し
た
夫
が
家
に
い
る
よ
う
に

な
り
、
妻
は
憂
う
つ
…
。
今
ま
で
自
分
の

ペ
ー
ス
で
家
事
を
し
て
い
た
が
、
や
は
り

夫
が
い
る
と
き
は
掃
除
機
を
か
け
る
の
も

遠
慮
し
て
し
ま
う
。
食
事
が
終
わ
っ
て
出

か
け
て
く
れ
る
と
助
か
る
。
三
度
の
食
事

が
や
は
り
大
変
。「
何
食
べ
る
？
」
と
聞

く
方
も
聞
か
れ
る
方
も
毎
日
で
嫌
に
な
っ

て
し
ま
う
。
料
理
は
脳
を
活
性
化
さ
せ
る

効
果
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
せ
め
て
お

昼
く
ら
い
は
夫
に
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

食
後
の
片
付
け
、
洗
濯
物
の
取
り
込
み
、

ご
み
捨
て
な
ど
、
夫
に
何
が
で
き
る
か
一

緒
に
考
え
て
み
た
い
。

い
か
が
で
し
た
か
。
身
近
な
暮
ら
し
の

中
で
男
女
が
性
別
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
協
力

す
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

事
例
に
あ
る
よ
う
に
、
女
性
、
男
性
に

限
ら
ず
家
族
の
あ
り
方
、
考
え
方
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
料
理
好
き
な
男
性

や
片
付
け
上
手
な
男
性
が
い
る
一
方
、
そ

れ
ら
が
苦
手
な
女
性
も
い
ま
す
。
女
性
だ

か
ら
男
性
だ
か
ら
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、

身
近
な
問
題
に
目
を
向
け
、
お
互
い
が
協

力
し
な
が
ら
生
活
す
る
視
点
と
女
性
の
声

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、
男
女
共
同
参

画
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
一

歩
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
互
い
を
思

い
や
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

た
め
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
で
あ
る
「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
※
20
ペ
ー
ジ
に
記
事
掲
載
）」

や
「
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
見
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
研
修
会
へ
の
交
通
費
を
助
成
す

る
制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
も
一
緒
に
学
び
、
暮
ら
し
の
中
で

実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

作
成
協
力
�
男
女
共
同
参
画
桶
川
市
民

の
会
有
志

昨
年
8
月
、

埼
玉
県
嵐
山

町
の
国
立
女

性
教
育
会
館

で
開
催
さ
れ

た
「
男
女
共

同
参
画
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
か
ら
30
年
程
前
、
日
本
の
企
業
の
多
く
は
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
女
性
の
結
婚
退
職
制
や
若

年
定
年
制
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
や
、
定
年
が

男
性
は
55
歳
に
対
し
て
、
女
性
は
25
歳
か
ら
30

歳
で
あ
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
女
性
が
新
婚
旅

行
か
ら
帰
る
と
職
場
に
机
が
無
い
と
い
う
こ
と

も
珍
し
く
な
か
っ
た
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

講
師
の
赤
松
良
子
さ
ん
の
講
演
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。

1
9
8
5
年
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
制

定
さ
れ
、
女
性
の
人
生
設
計
と
覚
悟
を
大
き
く

転
換
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
法
律

の
制
定
ま
で
に
は
険
し
い
道
の
り
が
あ
り
、
赤

松
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
先
人
達
の
頑
張
り
が

あ
り
ま
し
た
。

30
年
た
っ
た
今
、
女
性
と
男
性
の
働
き
方
は

ど
う
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
男
女
が
共
に
暮

ら
し
や
す
い
働
き
方
と
は
何
か
、
法
律
の
意
義

と
共
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
87
歳
に

な
ら
れ
、
元
気
に
演
壇
に
立
た
れ
る
姿
に
感
動

し
、
心
か
ら
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

（
写
真
提
供：

国
立
女
性
教
育
会
館
）

（
男
女
共
同
参
画
桶
川
市
民
の
会
・
Ｎ
）

桶
川
市
男
女
共
同
参
画
情
報
『
か
が
や
き
』
広
報
版

暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
性
別
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
協
力
し
て
生
き
て
い
く
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
考
え
た

と
き
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。『
育
児
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
男
性
』
を
指
す
「
イ
ク
メ
ン
」
も
そ
の

一
つ
で
す
。
今
回
は
、『
暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

【20年前】
�私「一人暮らしになった遠方の母と一週間過ごしたいので
母の所に行きたい。」

�夫「俺が定年になったら好きなだけ行ってくればいい。」
�

【現在】※夫「要介護3」。その夫の世話に明け暮れて、86
歳の母の所に行くに行けない。

�私「今となっては、もう母の所に行けない。」
�夫「それは運命だね。」
�私「20年前、言う事を聞かないで行っておけばよかった。」

男女共同参画！

今となっては…… ～ある夫婦の会話～事例4

アアソソシシエエをを知知っってていいまますすかか？？
アソシエは、男女共同参画社会の実現を目指して、学
習、交流をするための場所です。1人でも気軽にご利用
ください。
と こ ろ�さくらフレンド（勤労青少年ホーム）
開設時間�9：00～21：30（原則）
広 さ�約23㎡（10人程度の利用は十分可能です）
利用方法�予約不要
そ の 他�貸し出し用の男女共同参画に関する書籍など

もありますので活用してください。
※室内での飲食はご遠慮ください。

「
均
等
法
か
ら
30
年
、
あ
ら
た

な
明
日
へ
」
を
聴
い
て

講師 赤松良子さん

デデーータタでで
見見ててみみよようう！！
世界で比較した日本の男女格差
ジェンダーギャップ（GGGI）指数※
1位 アイスランド
2位 フィンランド
3位 ノルウェー
：
45位 アメリカ
：
99位 中国
：

111位 日本（前回101位）
：

116位 韓国 《2016年度集計》

※ジェンダーギャップ
指数とは…
世界男女格差指数。世界

144の国と地域を対象に、
政治・経済・教育・健康の
4つの部門において男女に
どれだけの格差があるのか
を指数化し、順位をつけた
もの。日本は、特に政治と
経済の分野において、女性
の参画が遅れていることが
わかります。

男性の育休取得率
男性の育休取得率は

（平成26年度：男性2．3％、
女性86．6％）、10年前の
0．5％から上昇傾向にあ
るものの、女性の取得率
と比較すると非常に低水
準です。この数値からも
育児は女性中心である現
状が読み取れます。

＊「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ
ン
カ
ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」…
本
年
度
の「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

（
毎
年
6
月
23
日
〜
29
日
）
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
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インドネシア国章 トモホン市章

昨年12月5日・6日の2日間、平成28年度
桶川市協働推進提案事業※で小・中学生によ
るビデオレター交換を通して国際交流をして
いるインドネシアのトモホン市から、副市長、
教育長をはじめとする21人の来訪団が桶川市
を訪問しました。
初日となる5日の夜は、来訪団が宿泊され

た伊奈町の埼玉県県民活動総合センターで歓
迎会を開催し、桶川市来訪を歓迎しました。
また、翌6日にはビデオレターの交換を行

っている桶川中学校および朝日小学校を訪問
し、生徒・児童による合唱で歓迎を受け、大
変感銘を受けていた様子でした。その後、市
庁舎で市長・副市長および教育長と対談を行
い、今後もビデオレターの交換を契機に友好
関係を構築し、更には農業や経済面など幅広
い交流が図られることを期待する形で対談を
終えました。
対談後は、桶川西高等学校を訪れ、西高水

族館およびプラネタリウムを視察されました。

イインンドドネネシシアア・・トトモモホホンン市市かからら
来来訪訪団団ををおお迎迎ええししままししたた

詳しくは�自治文化課

※平成２８年度桶川市協働推進提案事業
「姉妹都市交流への架け橋事業」
�事業概要
NPO法人アジアの仲間による航空フォー

ラムの提案で、平成２８年４月に採択された事
業です。桶川市とトモホン市の相互理解と友
好の輪を深めることを目的に、桶川市の小学
校および中学校の代表児童生徒と、トモホン
市の児童生徒が、相互の学校紹介、地域紹介
などに関する「ビデオレター」を作成し、交
換を行いました。（平成２８年１０月）
�協働している市民団体
NPO法人アジアの仲間による航空フォーラム
（代表理事：助川晋一郎 �０９０－５５５３－００３７）
�トモホン市
トモホン市はインドネシアの北部中央に位

置し、人口約１０万、標高約６００mの高原地帯
にあります。気候は温暖で、花と緑に囲まれ
た温泉が湧く暮らしやすい地域です。また、
幼稚園から大学までの教育に熱く力を注ぐ、
親日家の多い地域です。

▲歓迎会後に全員で集合写真

�対談の様子

�桶川西高校
水族館視察

▲桶川中学校全生徒と記念撮影

▲朝日小学校６年生児童と記念撮影
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●
申
告
が
必
要
な
人

平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次

の
①
〜
③
の
ど
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
人

①
所
得
税
の
確
定
申
告
（
還
付
申
告
を
含
む
）
を
す
る
人

②
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収

票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
、
収
入
が
公
的

年
金
の
み
の
人（
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

各
種
控
除
を
追
加
す
る
場
合
は
、
申
告
が
必
要
で
す
）

③
昨
年
の
収
入
が
な
く
、
市
内
に
住
む
家
族
・
親
族
の
扶

養
に
な
っ
て
い
る
人

※
年
金
収
入
が
400
万
円
以
下
で
、
か
つ
他
の
所
得
が
20
万

円
以
下
の
人
で
、
確
定
申
告
が
不
要
の
人
で
も
、
年
金

天
引
き
以
外
の
追
加
の
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
）
が
あ
る
人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

※
平
成
28
年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た
人
も
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

�
市
県
民
税
申
告
書
（
会
場
に
も
あ
り
ま
す
）

�
印
鑑
（
認
印
可
）

�
平
成
28
年
1
月
1
日
〜
12
月
31
日
の
期
間
の
収
入
金
額

や
経
費
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、
給
与
明
細
、

収
支
内
訳
書
な
ど
）

�
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の
（
平
成
28
年
中
に
支
払

っ
た
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
）

（
例
）
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保

険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
。
医
療
費
控

除
を
申
請
す
る
人
は
領
収
書
と
そ
の
内

容
を
記
載
し
た
「
医
療
費
の
明
細
書
」。

障
害
者
控
除
を
申
告
す
る
人
は
障
害
者

手
帳
や
認
定
書
な
ど
。

�
個
人
番
号
確
認
書
類
の
写
し
お
よ
び
身

元
確
認
書
類
の
写
し
（
控
除
対
象
配
偶

者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
人
の
個
人
番
号

の
記
載
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
の
個
人
番
号
確
認
書
類
の

写
し
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

●
郵
送
で
の
提
出
を
お
す
す
め
し
ま
す

申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
申

告
書
の
提
出
は
郵
送
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

記
入
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
押
印

の
う
え
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の

（
写
し
可
）
を
同
封
し
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
扶
養
家
族
な
ど
の
記
入
漏
れ
や
各

種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の
な
ど
が
な
い

場
合
、
所
得
、
控
除
を
修
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
資
料
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
電
話
で
記
入
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
363
―
8501

住
所
記
入
不
要

桶
川
市
役
所
税
務
課
市
民
税
担
当

●
「
市
県
民
税
申
告
会
場
」
で
の
申
告
受
付

申
告
は
な
る
べ
く
指
定
さ
れ
た
受
付
日
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
申
告
会
場
に
申
告
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
3
月

6
日
㈪
〜
15
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
は
、
市
役
所

税
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

市
県
民
税
の
申
告
の
ご
案
内

2
月
20
日
㈪
か
ら
市
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
市
県
民
税
の
申
告
内
容
は
、
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
、
市
県
民
税
の
申
告
を
し
た

人
は
1
月
下
旬
に
市
県
民
税
の
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
3
月
15
日
㈬
ま
で
に
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
確
定
申
告
（
還
付
申
告
）
の
日
程
は
広
報
1
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
税
務
課

受付会場

桶川東公民館
（末広2丁目8番29号）

市役所分庁舎
（上日出谷937番地の1）

受付時間�午前9時～11時、午後1時～3時30分
※上記受付期間中、市役所税務課では受け付けません。
※上記受付日以外は、受付会場に税務課職員がいないため、受け
付けできません。

※毎年、申告初日や午前中は会場が大変混み合います。できるだ
け混雑を避けて来場してください。

※駐車場には限りがありますので、公共交通機関を利用してくだ
さい。

対象地区
東・西・南・北

坂田・坂田東

末広・若宮・寿

神明・小針領家・倉田・
朝日・加納・篠津・
五丁台・舎人新田・
赤堀

鴨川・泉

下日出谷・下日出谷西

上日出谷

川田谷

受付日
20日㈪

21日㈫

22日㈬

23日㈭

27日㈪

28日㈫

1日㈬

2日㈭

2
月

3
月
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　 動 報 告
かつ

どう ほう こく 桶
川
市
長
選
挙
お
よ
び

桶
川
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の

投
票
日
は
4
月
16
日
㈰
で
す

住
民
票
な
ど
の
交
付
に
係
る

本
人
通
知
制
度
の
お
知
ら
せ

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
採
用

情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
7

市
臨
時
職
員
登
録
者
募
集
の

お
知
ら
せ

市
育
児
休
業
等
代
替
職
員
の

登
録
試
験
の
お
知
ら
せ

桶
川
市
長
選
挙
お
よ
び
桶
川
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

�
投
票
日

4
月
16
日
㈰

�
告
示
日

4
月
9
日
㈰

�
開
票
（
選
挙
会
）

と
き
▼
4
月
16
日
㈰
午
後
9
時

と
こ
ろ
▼
桶
川
小
学
校
体
育
館

立
候
補
す
る
方
へ

次
の
と
お
り
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

《
市
長
選
挙
》

と
き
▼
3
月
8
日
㈬
午
前
9
時
（
午
前

8
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
市
役
所
分
庁
舎
会
議
室
1

《
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
》

と
き
▼
3
月
8
日
㈬
午
後
1
時
30
分

（
午
後
1
時
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
市
役
所
分
庁
舎
会
議
室
1

大
切
な
ル
ー
ル

寄
附
は
、
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受

け
取
ら
な
い

1
政
治
家
の
寄
附
禁
止

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に
な
ろ
う

と
す
る
者
お
よ
び
現
に
公
職
に
あ
る
者
）

は
、
選
挙
区
内
の
人
や
団
体
に
お
金
や
物

を
贈
る
こ
と
（
寄
附
）
は
罰
則
を
も
っ
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・
要
求

の
禁
止

有
権
者
が
、
政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を

出
す
よ
う
に
要
求
す
る
こ
と
は
、
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

3
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）
も
選

挙
区
内
の
人
や
団
体
に
寄
附
す
る
こ
と
は
、

罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
の
人
や
団
体
に

対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の

を
除
き
、年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状（
電

報
な
ど
も
含
み
ま
す
）
を
出
す
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

5
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の

禁
止

政
治
家
や
後
援
会
が
、
選
挙
区
内
の
人

や
団
体
に
対
し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す

る
有
料
広
告
（
い
わ
ゆ
る
名
刺
広
告
な

ど
）
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
に
出
す
こ
と
は
罰
則
を
も
っ
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
政
治
家
や
後
援

団
体
に
対
し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
選
挙
管
理
委
員
会

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
や
不

正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
本
人
通
知
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
を

「
あ
な
た
の
代
理
人
や
第
三
者
」
に
交
付

し
た
場
合
に
、
そ
の
交
付
の
事
実
を
通
知

す
る
も
の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場

合
は
、
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

本
人
通
知
制
度
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

不
正
請
求
の
早
期
発
見
、
事
実
関
係
の
早

期
究
明
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

事
前
登
録
の
対
象
者
▼
市
の
住
民
基
本

台
帳
、
ま
た
は
戸
籍
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
登
録
方
法
▼
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
市
民
課

県
内
市
町
村
で
働
く
若
手
職
員
に
よ
る

講
演
や
ト
ー
ク
な
ど
、
現
役
職
員
の
生
の

声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
公
務
員
を

目
指
し
て
い
る
人
、
市
町
村
職
員
に
関
心

が
あ
る
人
な
ど
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
▼
2
月
10
日
㈮
午
後
1
時
〜
4
時

（
午
後
0
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ
▼
さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み

や
大
ホ
ー
ル

内
容
▼
現
役
市
町
村
職
員
に
よ
る
講
演
、

若
手
職
員
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
、
若
手

職
員
と
の
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

定
員
▼
1
�
3
0
0
人
【
先
着
順
】

申
込
み
▼
不
要
（
参
加
無
料
）

問
合
せ
�
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り

広
域
連
合
�
６６４
―
６
６
８
１

資
格
▼
平
成
11
年
4
月
1
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
（
18
歳
以
上
の
人
）

勤
務
場
所
▼
仮
設
庁
舎
、
分
庁
舎
な
ど

勤
務
内
容
▼
一
般
事
務
の
補
助
業
務

勤
務
日
▼
原
則
と
し
て
月
〜
金
曜
日
の

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

賃
金
▼
時
給
850
円（
平
成
28
年
度
実
績
）

登
録
有
効
期
限
▼
4
月
1
日
〜
平
成
31

年
3
月
31
日
の
2
年
間

申
込
み
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
職

員
課
（
分
庁
舎
内
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
随
時
受
付

詳
し
く
は
�
職
員
課

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
市
職
員
の

代
わ
り
に
業
務
を
行
う
、
任
期
付
職
員
の

登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

登
録
試
験
日
▼
2
月
25
日
㈯
�
作
文
試

験
、
3
月
4
日
㈯
�
面
接
試
験

受
付
期
間
▼

持
参
�
2
月
6
日
㈪
〜
17
日
㈮
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分（
土
日
を
除
く
）

郵
送
�
2
月
6
日
㈪
〜
14
日
㈫
【
消
印

有
効
】

登
録
職
種
▼
①
事
務
職【
一
般
】、
事
務

職【
社
会
福
祉
士
】、
保
育
士
職
②
保
健
師

職
、
栄
養
士
職
（
登
録
制
・
試
験
免
除
）

そ
の
他
▼
登
録
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

登
録
案
内
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録

案
内
は
、
市
役
所
仮
設
庁
舎
（
総
合
案

内
）・
分
庁
舎（
職
員
課
）
で
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
�
職
員
課

去る１月４日㈬早朝、城山公園で、新年の川田谷地区の恒例
行事である「朝のかけ足運動」が行われました。この事業は、
桶川市体育協会川田谷支部主催で行われ、東京オリンピックが
開催された前年である昭和３８年から始まり、今回で５４年目を数
える、川田谷地区の伝統あるイベントです。
幼稚園児から小学生を対象として、かけ足を続けることを通

して子ども達の努力心や忍耐力を養うことを目的とするととも
に、健康で明るく協調性のある子どもに育ってほしいという願
いを込めて実施され、期間中（今年は１月４日～２２日までの１９
日間）毎朝、約１キロのマラソンが行われます。
参加日数に応じて金・銀・銅メダルが贈られることもあり、

参加する子ども達は皆勤賞の金メダルを目指して、寒風吹きす
さむ睦月の朝を力いっぱい駆け抜けます。
私も、当日は、朝の澄み切った空気に包まれた公園内を、水

村教育委員長や子ども達と一緒に走りました。折しもその日は
市役所の仕事始めの日でもあり、走り終えた後の清々しい気持
ちのまま、一年のスタートを切ることができました。
このかけ足運動を通じて、子ども達が、何事にも目標をもっ

てチャレンジし、そして何があっても最後まであきらめない、
強い心を養ってほしいと感じた一日でした。

桶川市長

vol．37

市長元気通信

買収などの選挙違反は許されません
＝そのために厳しい制度があります【連座制】
候補者や立候補を予定している人と一定の関係にあ
る人が買収などにかかわった場合には、たとえ候補者
や立候補を予定している人自身が買収などにかかわっ
ていなくても、当選が無効になったり、候補者や立候
補を予定している人が5年間立候補できなくなること
があります。
■一定の関係にある人（連座制の対象となる人）とは…
①総括主宰者
選挙運動の全体を取りまとめる人をいいます。
②出納責任者
選挙運動費用の収支について、一切の責任と権限を
持つ人をいいます。
③地域主宰者
一部地域の選挙運動を取りまとめる人をいいます。
④候補者・立候補予定者の親族
候補者や立候補予定者の配偶者、父母、子、兄弟姉
妹を指します。
⑤候補者・立候補予定者の秘書
候補者や立候補予定者に使用され、その政治活動を
補佐する人をいいます。
⑥組織的選挙運動管理者
候補者や立候補予定者と意思を通じて組織により行
われる選挙運動において、選挙運動の計画の立案・
調整を行う者、選挙運動に従事する人たちの指揮・
監督を行う者、その他の選挙運動の管理を行う人を
いいます。
※1 ここでいう「候補者など」とは、候補者、立候補予定者、

総括主宰者、地域主宰者をいいます。
※2 ここでいう「組織」とは、政党、後援会、会社、労働組合、

宗教団体、業界団体、同窓会、町内会などをいいます。

【本人通知制度の流れ】

市民課で登録
�

代理人などからの交付請求
�

登録者へ通知

２月

����

����

����

����

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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就
学
援
助
費
を
支
給
し
ま
す

教
育
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た青木健志さん

教
育
委
員
会
第
2
回
定
例
会

学
校
給
食
運
営
委
員
会
・
物
資
選

定
部
会
お
よ
び
学
校
給
食
運
営
委

員
会
公
開
の
お
知
ら
せ

第
3
回
い
じ
め
対
策
委
員
会

公
開
の
お
知
ら
せ

第
2
回
い
じ
め
防
止
連
絡
協
議
会

公
開
の
お
知
ら
せ

里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す

「
小
規
模
工
事
契
約
希
望
者
登
録

制
度
」
契
約
希
望
者
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
（
基
本
登
録
）

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
中
学
校
に

児
童
・
生
徒
が
在
学
し
て
い
る
保
護
者
で
、

給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
学
校
へ
の
納
付

金
で
困
っ
て
い
る
人
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
者
▼
審
査
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
必
要
と
認
め
た
世
帯

申
請
手
続
▼
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
を
添

え
て
、
学
校
ま
た
は
学
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、各
学
校
、学
務
課

窓
口
で
配
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
随
時
受
付

詳
し
く
は
�
学
務
課

佐
藤
悦
代
さ
ん
の
退
任
（
任
期
満
了
）

に
伴
い
、
青
木
健
志
さ
ん
が
、
平
成
28
年

12
月
25
日
付
け
で
桶
川
市
教
育
委
員
会
委

員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

と
き
▼
2
月
23
日
㈭
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
3
月
23
日

㈭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

○
第
3
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
・
物
資

選
定
部
会

と
き
▼
2
月
2
日
㈭
午
後
3
時

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

○
第
4
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会

と
き
▼
2
月
23
日
㈭
午
後
3
時

と
こ
ろ
▼
川
田
谷
公
民
館

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

と
き
▼
2
月
9
日
㈭
午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
301

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

と
き
▼
2
月
15
日
㈬
午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
301

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

里
親
に
な
っ
て
子
ど
も
を
育
て
て
み
た

い
、
里
親
制
度
に
興
味
が
あ
る
な
ど
の
人

の
た
め
に
、
里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

と
き
▼
2
月
25
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

4
時と

こ
ろ
▼
埼
玉
県
中
央
児
童
相
談
所

（
上
尾
市
上
尾
村
1
2
4
2
―
1
）

内
容
▼
里
親
制
度
の
概
要
説
明
、
里
親

の
養
育
体
験
談
、
質
問
や
情
報
交
換
な
ど

申
込
み
▼
2
月
23
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

で
埼
玉
県
中
央
児
童
相
談
所
へ
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
中
央
児
童
相
談
所

�
７７５
―
４
１
５
２

市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
（
130
万
円

以
下
）
の
契
約
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
今
回
の
受
付
は
基
本
登
録
で
す

の
で
、
現
在
登
録
し
て
い
る
場
合
も
申
請

が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
▼
2
月
20
日
㈪
〜
28
日
㈫

（
土
日
を
除
く
）

受
付
時
間
▼
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

受
付
場
所
▼
契
約
管
財
課

有
効
期
間
▼
4
月
1
日
〜
平
成
31
年
3

月
31
日

対
象
▼
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
法
人
ま
た
は
市
内
に
主
た
る
事
業
所
お

よ
び
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、
小
規
模
工

事
の
契
約
を
希
望
す
る
人
（
桶
川
市
建
設

工
事
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
な
い
人
）

提
出
書
類
▼
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
、
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
契
約
管
財
課

昭和20年8月14日のポツダム宣言受諾後、GHQによる対日占領政策の一環で国内の軍関係施設や兵
器などは基本的に破却されましたが、桶川分教場は終戦直後にGHQの駐屯施設として活用されたこと
で解体の難を免れました。その翌年、旧川田谷村は海外からの引揚者や戦災者、住宅困窮者が生活する
施設とするため、桶川分教場を国から借り受けることにしたのです。すなわち、これが川田谷引揚寮の
始まりとなりますが、地名から通称「若宮寮」と呼ばれるようになりました。
若宮寮はその後、市町村合併によって桶川町・桶川市と引き継がれていきますが、記録によれば昭和

31年6月には最大64世帯（303名程度）が居住し、一つのコミュニティが築かれていました。しかし、
緊急避難的な要素を前提とする居住環
境は厳しく、約30㎡規模の床面積に一
家族が暮らす状況でした。このことか
ら徐々に居住者は減っていき、平成17
年9月の段階では4世帯となり、最後
の居住者が平成19年3月に退去したこ
とで、およそ63年間続いた引揚者寮と
しての役目を終えたのです。
その後、老朽化する建物群を解体撤
去して国に土地を返還する予定となっ
ていましたが、保存運動が起こり、再
び、桶川分教場は存続する道筋が開け
ていったのです。

ものつくり大学横山研究室

多大なご支援に対し
感謝状を贈呈しました

詳しくは�契約管財課
川口信用金庫様におかれましては、多大なご支
援をいただきましたので、感謝の意を表し、桶川
市感謝状贈呈取扱要領に基づき、感謝状をお贈り
しました。

川口信用金庫 様

多大なご支援に対し
感謝状を贈呈しました

詳しくは�契約管財課
上尾明るい社会づくりの会桶川地区様におかれ
ましては、多大なご支援をいただきましたので、
感謝の意を表し、桶川市感謝状贈呈取扱要領に基
づき、感謝状をお贈りしました。

上尾明るい社会づくりの会桶川地区 様

～若宮寮とは～シリーズ 旧桶川飛行学校②

昭和30年代頃の若宮寮のコミュニティ

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジにににににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててててててててててててててごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見をををををををををををををををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
現在、皆さんが見やすく利用しやすいホームページを目指すため、ホームページ上でアンケート
調査を実施しています。詳細はホームページをご覧ください。

詳しくは�
※2月20日㈪まで
募集しています。

秘書広報課
ご協力お願い
しますべに！

�QRコード

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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桶
川
市
い
き
い
き
健
康
農
園

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
生
き

が
い
対
策
の
一
環
と
し
て
農
園
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
土
に
親
し
み
、

野
菜
づ
く
り
な
ど
を
始
め
た
い
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
で
、

他
の
「
い
き
い
き
健
康
農
園
」
を
利
用
し

て
い
な
い
人

農
園
の
場
所
・
区
画
数
▼
下
日
出
谷
西

地
区
・
10
区
画
程
度（
1
区
画
20
㎡
程
度
）

費
用
▼
無
料

利
用
期
間
▼
3
月
上
旬
（
予
定
）
〜
平

成
30
年
3
月
31
日
※
更
新
可

申
込
み
▼
2
月
6
日
㈪
〜
15
日
㈬
に
高

齢
介
護
課
に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
記

入
し
、
直
接
、
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。【
多
数
抽
選
】
※
待
機
者
が
優
先
と
な

り
ま
す
。

抽
選
会
お
よ
び
区
画
の
選
定
会
▼
2
月

21
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
分
庁
舎
会
議
室
1

で
行
い
ま
す
の
で
、
申
請
用
紙
を
提
出
し

た
人
（
親
族
も
可
）
は
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
�
高
齢
介
護
課

4月からスタートする新しい介護予防・日常生活支援事業（総合事業）のサービス内容が次のよ
うに変わります。

介介護護者者ののつつどどいい・・介介護護者者ササロロンン
地域包括支援センター主催で介護に関する情報交換の場として、介護者のつどい・介護者サロンを開催します。

詳しくは�高齢介護課

介護保険住宅改修・福祉用具購入費の受領委任払制度導入について
詳しくは�高齢介護課

介護保険サービスでは、要支援・要介護認定者の人が住み慣れた自宅での生活が継続できるように、
住宅改修費や福祉用具購入費の給付を行っています。
改修や購入する場合、これまでは全額支払っていただいていましたが、利用者の一時的な経済的負担
を軽減するため、このたび受領委任払制度を導入しました。
受領委任払とは、利用者が住宅改修費や福祉用具購入費用（上限額有※）の自己負担分（１割または
２割）を支払い、領収書や必要書類を添えて申請することで、残り（９割または８割）が改修業者や福
祉用具販売業者へ支給されるというものです。
また、従来どおり償還払制度（一度費用の全額を負担して、後で費用の９割または８割が利用者へ支
給される）も利用できます。
※住宅改修費上限額�被保険者の居宅において２０万円
福祉用具購入費上限額�年度内１０万円
なお、申請書については、ホームページからもダウンロードできます。

介護者の
つどい

「繭の会」

と き 2月10日㈮13：30～15：00
ところ 農業センター

内 容 介護者のリフレッシュや交流、情報交換を目的に「つどい」を開催します。どなたでも参加できま
す。介護保険制度、介護に関する情報もお知らせします。

問合せ 地域包括支援センター「ねむのき」（川田谷5830－1）�783－5311

介護者の
つどい

「みちくさ」

と き 2月17日㈮13：30～15：00
ところ ハートランド

内 容
「ちょっとハートランドに立ち寄ってみませんか」
介護について興味のある人、困っている人、知りたい人、介護を体験した人など、情報交換をし、
介護についての話の輪を広げていきましょう。皆さんの参加をお待ちしています。なお、飲み物は
各自で用意してください。

問合せ 地域包括支援センター「ハートランド」（坂田1725）�777－7055

介護者サロン

と き 2月24日㈮10：30～12：00
ところ 市民活動サポートセンター
内 容 介護が中心の生活から少し離れて、語り合ったり、体操したりして、リフレッシュしませんか。
問合せ 地域包括支援センター「ルーエハイム」（泉1－2－5）�789－2121

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～⑲

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
詳しくは�高齢介護課

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－３６－３�７２９－１６１６ ２月８日㈬ １３：３０～１５：００ 無料

愛の家グループホーム桶川
朝日２－１０－１５�７７８－６６０３ ２月１５日㈬ １３：３０～１５：００ 無料

桶川ケアセンターそよ風
上日出谷１２４５－２�７８９－３１３０ ２月１７日㈮ １３：００～１５：００ 無料

ねむのき
川田谷５８３０－１�７８７－０３１１

２月５日㈰
３月５日㈰ ９：３０～１２：３０ １００円

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用でき、触れ合える場所「お
れんじカフェ」を開催します。事前の連絡は不要です。直接お越しください。

詳しくは�
高齢介護課

ここが変わります！
総合事業が始まると、介護予防サービスの「訪問介護」「通所介護」は総合事業の「介護予防・生
活支援サービス事業」に移行します。
移行後の「訪問型サービス・通所型サービス」では、従来のサービスに加え、利用料がより低額な

市独自のサービスを利用できるようになります（移行後のサービスについては、今後、紙面でお知ら
せします）。
介護予防・生活支援サービス事業のサービスのみを利用する場合は、要介護（要支援）の手続きを

しなくても、基本チェックリストによる判定で利用することができます。

訪問介護・通所介護

これから
介護給付
●介護サービス
�訪問介護 �通所介護 �訪問看護
�訪問リハビリテーション
�福祉用具貸与…など

介護予防給付
●介護予防サービス
�訪問看護
�訪問リハビリテーション
�福祉用具貸与…など

介護予防・日常生活支援総合事業
介護予防・生活支援サービス事業
●訪問型サービス
●通所型サービス
※従来のサービスに加え、生活支援の新
たな担い手により、利用料がより低額
な市独自のサービスを利用できるよう
になります。
●介護予防ケアマネジメント

一般介護予防事業
●地域に根付いた介護予防教室
●運動教室
●認知症予防教室など

要
介
護

１
〜
５
の
人

要
支
援

１
・
２
の
人

介
護
予
防
が
必
要
・
元
気
な
人
な
ど

４月１日
から

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
移
行

介護給付
●介護サービス
�訪問介護 �通所介護 �訪問看護
�訪問リハビリテーション
�福祉用具貸与…など

介護予防給付
●介護予防サービス
�訪問看護
�訪問リハビリテーション
�福祉用具貸与…など

地域支援事業
●介護予防事業
�予防が必要な人への介護予防教室
（２次予防）
・おくちの健康教室
・運動機能向上・栄養改善教室

�元気な人への介護予防教室
（１次予防）
・ながら運動健康教室
・もの忘れん教室
・出前介護予防講座など

いままで

要
介
護

１
〜
５
の
人

要
支
援

１
・
２
の
人

介
護
予
防
が
必
要
・
元
気
な
人
な
ど
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相相談談無無料料
第
2
回
農
業
委
員
会
総
会

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
の

指
定
引
取
場
所
が
閉
鎖
に
な
り
ま
す

映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
閲
覧
の

お
知
ら
せ

市
登
録
手
話
通
訳
者
認
定
試
験
の

お
知
ら
せ

�������������

と
き
▼
2
月
20
日
㈪
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
5
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
3
月
22

日
㈬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
農
業
委
員
会
事
務
局

市
内
に
あ
る
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象

品
目
（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
）
の
指

定
引
取
場
所
が
、
閉
鎖
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
指
定
引
取
場
所
の
受
入
れ
は
、

3
月
18
日
㈯
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
直

接
自
己
搬
入
を
す
る
場
合
は
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

な
お
、
他
の
指
定
引
取
場
所
に
つ
い
て

は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
今
回
閉
鎖
と
な
る
指
定
引
取
場
所
】

名
称
▼
株
式
会
社
日
立
物
流
関
東

埼

玉
営
業
所

所
在
地
▼
赤
堀
2
―
1（
日
立
物
流
内
）

詳
し
く
は
�
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

駅
西
口
図
書
館
で
、
市
民
か
ら
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

整
理
し
ま
し
た
。
邦
画（
日
本
の
映
画
）と

洋
画（
外
国
の
映
画
）で
分
類
し
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
目
録
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
見
て
ご
覧
に

な
り
た
い
映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
駅

西
口
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
職
員
に
申
し

付
け
く
だ
さ
い
。
館
内
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
駅
西
口
図
書
館
�
７８６
―
６

３
５
３

と
き
▼
3
月
12
日
㈰
午
前
9
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302
・
303

受
験
資
格
▼
市
内
に
在
住・在
勤
の
20
歳

以
上
の
人
で
①
埼
玉
県
ま
た
は
市
で
行
う

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
を
修
了
し
た
人

②
手
話
通
訳
活
動
を
1
年
以
上
経
過
し
て

い
る
人
、
若
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の
手
話

技
術
を
有
す
る
人

試
験
内
容
▼
筆
記
、
読
み
取
り
（
筆
記
、

口
頭
）、
手
話
表
現
、
面
接

※
た
だ
し
、
埼
玉
県
登
録
試
験
、
全
国
統

一
試
験
、
手
話
通
訳
士
試
験
の
い
ず
れ
か

の
合
格
者
は
面
接
試
験
の
み
と
し
ま
す
。

申
込
み
▼
2
月
1
日
㈬
〜
17
日
㈮
【
必

着
】
郵
送
可
能
。
※
認
定
試
験
申
込
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
障
害
福
祉
課

生生活活のの不不安安やや心心配配
ごご相相談談くくだだささいい
時間�8：30～17：15 土・日・祝、年末年始を除く
詳しくは �社会福祉課�786－3211（代）

ひとりで悩まず、気軽に来所・電話で相談してください。

◆生活困窮者自立支援事業について◆
上記のような困りごとがある人の相談に支援員が応じ、一人ひとりの状況に合わせた支援プ

ランを作成し、自立に向けた支援へとつなげる制度です。

次の項目に一つでも当てはまるものがあれば、
気軽に相談してください。

�仕事のこと
� 仕事がなかなか見つからず生活が苦しい。
� 仕事に就くが長く続かない。
� ハローワークの利用方法が分からない。

�生活のこと
� 借金の返済に悩んでいる。
� 生活保護は受けたくないけど、お金がない。
� 複数の問題を抱えているが、どこに相談すれ
ばよいのか分からない。

特別相談会を
実施します

日時�2月18日㈯
10時～16時

場所�仮設庁舎1階
社会福祉課窓口

※予約不要です。時間内にお
越しください。

市民貸農園 新規入園申込受付
市内の農業者が農業者以外の人に野菜作りなどの農作業経験

の場（農園）を提供し、土に接する機会および農業に対する理
解と親しみを深めていただくために作られた制度です。
なお、この貸農園は、野菜類栽培以外の目的には、利用でき

ません。※植木禁止
募集農園�既利用者の契約未更新により生じた空き区画
空き区画情報�２６区画

利用期間�２月１０日～平成３０年１月３１日
申込み�２月１０日㈮午前９時～正午

印鑑と利用料金を持参のうえ、直接、
さいたま農協桶川支店へ。【先着順】

※利用料金は区画により異なる場合があります。
※新規受付に限り一家族１区画でお願いします。
問合せ�さいたま農協桶川支店�７８７－１１７４

１区画料金
６，０００円
６，０００円
１０，０００円
１０，０００円
６，０００円
３，０００円
２，０００円

募集数
８区画
８区画
１区画
１区画
５区画
２区画
１区画

所在地
坂 田 地 区
末 広 地 区
神 明 地 区
朝 日 地 区
上日出谷地区
川田谷地区
倉 田 地 区

図書館休館のお知らせ
蔵書の点検およびコンピュータ機器の交換のた
め、次の期間、市内の図書館が休館になります。
期間�2月20日㈪～3月7日㈫
休館する図書館�市立図書館および川田谷分室

（蔵書点検・コンピュータ機器の交換など
のため）

期間�2月27日㈪～3月7日㈫
休館する図書館�駅西口図書館

（コンピュータ機器の交換のため）
今回はコンピュータ機器の交換もあり、長期の
休館になります。そのため、リクエスト・予約本
のご提供は、休館開け後となります。また、ホー
ムページも休止する場合があります。利用者の皆
様にはご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力
をお願いします。
なお、本などの返却は、通常どおりブックポス
トを利用してください。ただし、CDの返却につ
いては、投函による破損防止および返却時に確認
することがありますので、ブックポストへの返却
はご遠慮ください。
詳しくは�市立図書館�７７１－０３０３

駅西口図書館�７８６－６３５３

対前年
同月比

－37件

0人

－36人

前を向け 向こうは君を 見ていない

平成27年
11月末

305件

1人

358人

平成28年
11月末

268件

1人

322人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年1月からの累計）
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http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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ドライクリーニング ウェットクリーニング

架
空
請
求
詐
欺
被
害
多
発
〜
身
に
覚

え
の
な
い
お
金
は
支
払
わ
な
い
〜

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
ま
す

3
／
1
㈬
〜
7
㈫

上
級
救
命
講
習

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を

開
催
し
ま
す

上
尾
警
察
署
管
内
で
は
、
携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
「
有
料
動
画
サ
イ
ト

の
未
納
料
金
が
あ
り
ま
す
」「
今
日
中
に

電
話
番
号
○
○
―
○
○
―
○
○
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
」
と
い
う
架
空
請
求
詐
欺
の
Ｓ

Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
）
な
ど
が
送
ら

れ
て
き
た
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
実
際

に
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
を
支
払
っ
て
し

ま
う
と
い
う
詐
欺
被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
身
に
覚

え
の
な
い
内
容
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
が
来

た
場
合
は
詐
欺
を
疑
い
、
相
手
の
指
定
す

る
電
話
番
号
に
は
連
絡
せ
ず
、
上
尾
警
察

署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
上
尾
警
察
署
�
７７３
―
０
１
１

０
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る

火
災
被
害
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
に
、
次
の
対
策
を
実
践
し
ま
し

ょ
う
。

○
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

○
放
火
を
防
ぐ
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
家
の
周
り
に
可
燃
物
と
な
る
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
、
ご
み
は
指
定
さ
れ

た
日
の
朝
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）、
大

出
血
時
の
止
血
法
、
傷
病
者
管
理
法
、
外

傷
の
手
当
、
搬
送
法

※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

と
き
▼
3
月
19
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
（
午
前
8
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
北

本
消
防
署
北
本
東
分
署
（
北
本
市
宮
内
7

―
240
）

対
象
者
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市

に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

定
員
▼
15
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食

そ
の
他
▼
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
受

講
時
間
が
開
始
よ
り
1
時
間
免
除
さ
れ
ま

す
。申

込
み
・
問
合
せ
▼
2
月
15
日
㈬
〜
3

月
10
日
㈮
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
北
本

消
防
署
（
北
本
市
緑
3
―
396
、
�
048
―
592

―
5
0
0
5
）
へ
。

防
火
管
理
者
に
な
る
た
め
に
必
要
な
資

格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
3
月
2
日
㈭
・
3
日
㈮
午
前
9

時
〜
午
後
4
時
（
2
日
間
）

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

（
鴻
巣
市
袋
30
番
地
）

※
Ｊ
Ｒ
北
鴻
巣
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
20
分

※
受
講
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
近
隣
施
設
の
駐
車
場
も
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

定
員
▼
100
人

費
用
▼
3
�
6
5
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
み
▼

直
接
�
2
月
6
日
㈪
〜
17
日
㈮
（
土
日
を

除
く
）
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
ま
で
に
予
防
課
お
よ
び
桶
川
消
防
署
・

北
本
消
防
署
へ
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
「
防
火
管
理
講
習
申
込
み
」
と

記
載
し
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
埼
玉
県
央
広

域
消
防
本
部
予
防
課
（
�
048
―
597
―
3
7

1
6
）
へ
。
送
信
後
は
、
必
ず
電
話
で
受

講
番
号
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

現
行
の
洗
濯
表
示
例

2月 の無料相談 ●桶川市役所・教育委員会／�786－3211�786－9866
●社会福祉協議会／�728－2221�728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

3日㈮・10日㈮・24日㈮
14：00～17：00
18日㈯9：00～12：00
3月3日㈮・10日㈮・24日㈮・
31日㈮14：00～17：00
18日㈯9：00～12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

9日㈭ ※次回は3月9日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

1日㈬ ※次回は3月1日㈬
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

不動産相談（予約制） 宅 地 建 物
取引主任者

不動産の売買、賃貸借契約等についての相
談 22日㈬13：00～16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

18日㈯
9：00～12：00

仮設庁舎会議室201
電話でも可 �786－3211

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

10日㈮ ※次回は3月10日㈮
10：00～12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通�786－3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 13日㈪・27日㈪

10：00～16：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談 14日㈫9：00～12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
東部区画整理推進事務所
直通�729－0001（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月～金（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎2階
電話でも可 �786－3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�777－7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�787－5562

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
相談

毎週月～金（祝日を除く）
9：15～16：30

桶川市教育センター
直通�786－3237

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通�728－2369 社会福祉協議会

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

固定資産税・都市計画税
【第4期】

国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

【第8期】
納期限…2月28日
納付は期限内に！

今月の納期

衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類ななななななななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどのののののののののののののののののののの洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示がががががががががががががががががががが
変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

詳しくは�自治文化課
平成28年12月1日から、洗濯記号が追加され、
適用温度が細かく設定されるなど、記号の種類が
22種類から41種類に増えました。詳しくは、経済
産業省や消費者庁のホームページをご覧ください。

新
し
い
洗
濯
表
示
例

放課後児童クラブ嘱託支援員
（放課後児童支援員）を募集します

詳しくは�保育課
勤 務 日�4月1日から
試 験 日�3月15日㈬午後1時から
試験会場�保健センター 試験方法�作文および面接
募集人員�4人程度
申込資格�昭和33年4月2日以降に生まれた人
申込受付�3月13日㈪まで

※詳しくは、保育課で配布する募集案内やホ
ームページをご覧ください。

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station
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駅
川
桶

健 康
ステーション

Health Station

申込み
問合せ

健康増進課（保健センター内）（〒363－0024 鴨川1－4－1）Health Station

旧
中
山
道

駅
西
口
公
園

��������������������������
�����������������������

入
れ
歯
や
差
し
歯
と
聞
く
と
、
ど
の

様
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
か
？

入
れ
歯
は
、
中
年
期
か
ら
老
年
期
が

入
れ
、
差
し
歯
は
、
入
れ
歯
よ
り
も
若

い
世
代
が
入
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
入
れ
歯
、
差
し
歯
」
と
は
、
歯
科

ほ
て
つ

で
は
補
綴
治
療
と
い
う
範
囲
の
も
の
で
、

歯
が
抜
け
た
部
位
に
歯
を
補
っ
て
（
見

た
目
の
回
復
）、
元
に
戻
す
（
人
工
の

歯
に
よ
っ
て
欠
け
た
と
こ
ろ
を
つ
ぎ
合

わ
せ
る
）
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

「
入
れ
歯
、
差
し
歯
」
な
ど
の
補
綴
治

療
に
は
大
き
く
分
け
て
、「
ク
ラ
ウ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
」「
部
分
入
れ
歯
」「
総
入
れ

歯
」
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
は
、
い
わ
ゆ

る
か
ぶ
せ
も
の
や
差
し
歯
が
含
ま
れ
、

歯
の
欠
け
た
部
分
が
大
き
く
て
、
詰
め

る
治
療
で
は
見
た
目
や
歯
の
働
き
を
回

復
で
き
な
い
と
診
断
さ
れ
た
歯
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

差
し
歯
と
は
、
根
に
人
工
の
歯
を
保

持
さ
せ
る
方
法
で
す
。
根
が
健
全
で
あ

れ
ば
適
用
で
き
ま
す
。
ブ
リ
ッ
ジ
と
は
、

「
作
り
」
が
橋
と
似
通
っ
て
い
る
の
で
、

歯
が
抜
け
た
部
分
を
河
川
、
抜
け
た
歯

の
両
端
の
歯
を
土
手
と
見
立
て
、
土
手

に
橋
の
支
え
を
設
け
、
川
の
上
に
橋
本

体
（
人
工
の
歯
）
を
置
い
て
、
橋
渡
し

を
完
成
す
る
と
い
う
事
で
す
。

入
れ
歯
に
は
、
部
分
的
な
入
れ
歯
と

総
入
れ
歯
が
あ
り
ま
す
。

部
分
入
れ
歯
と
は
、
歯
が
1
本
だ
け

残
っ
た
状
況
に
適
用
さ
れ
る
、
取
り
外

し
可
能
な
入
れ
歯
の
事
で
、
色
々
な
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

総
入
れ
歯
は
、
歯
が
す
べ
て
抜
け
て

し
ま
っ
た
状
態
の
治
療
方
法
で
す
。
部

分
入
れ
歯
や
差
し
歯
と
違
う
点
は
、
入

れ
歯
を
固
定
す
る
た
め
に
使
え
る
歯
が

な
い
こ
と
で
す
。
あ
ご
の
土
手
や
周
り

の
筋
肉
な
ど
が
入
れ
歯
を
口
の
中
に
安

定
さ
せ
る
源
に
な
り
ま
す
。

（
一
社
）埼
玉
県
北
足
立
歯
科
医
師
会

Let’s

ト
ラ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
盆
栽
村
〜
大
宮
第
２
公
園
梅
ま
つ
り
）

と
き
▼
2
月
28
日
㈫
午
前
8
時
に
桶
川

駅
西
口
南
階
段
下
集
合

※
正
午
頃
解
散
予
定
（
小
雨
決
行
）

コ
ー
ス
▼
桶
川
駅
〜（
電
車
）〜
宮
原
駅

〜
大
宮
盆
栽
村
〜
大
宮
第
2
公
園
〜
氷
川

神
社
〜
大
宮
駅
〜（
電
車
）〜
桶
川
駅

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
雨
具
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
適
し
た
服
装
、
履
き
な
れ
た
靴

費
用
▼
100
円
（
保
険
代
）

※
当
日
集
金
。
交
通
費
は
各
自
負
担
。

定
員
▼
市
民
30
人
【
先
着
順
】

申
込
み
▼
2
月
6
日
㈪
午
前
9
時
か
ら

23
日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
、
健
康

増
進
課
へ
。

主
催
▼
桶
川
市
健
康
づ
く
り
市
民
会
議

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
会

健康増進課
（保健センター内）

�786-1855
�786-0096

こどもの
健康診査

種 別 と き ところ 受付時間 内 容

４か月児健診 ２月１０日㈮ 保健
センター １３：１５～１４：１０

診察、身体計測、育児相談、離乳食相談・
試食、絵本コーナー
持ち物母子健康手帳・健診票

７か月児・
１０か月児相談

〈高崎線東側〉
２月７日㈫
３月７日㈫

母子健康
センター

９：３０～１０：３０

保健師による身体観察、身体計測、育児相談、
栄養士による離乳食相談
※対象児は、７か月児と１０か月児です。
高崎線を挟んで、東側は母子健康センタ
ー、西側は保健センターで行います。
その他、電話にてご相談ください。

持ち物母子健康手帳

〈高崎線西側〉
２月１３日㈪
３月１３日㈪

保健
センター

１歳６か月児健診
（個別通知あり） ２月２２日㈬

母子健康
センター １３：１５～１４：１０

内科・歯科診察、歯科指導、身体計測、親子
遊び、育児・幼児食相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票

３歳３か月児健診
（個別通知あり） ２月１７日㈮

保健
センター １３：１５～１４：１０

内科・歯科診察、身体計測、育児・幼児食相談、
発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票

フッ素塗布 ２月２７日㈪ 保健
センター

１回目
１３：３０～１４：００
２回目以降
１４：００～１４：３０

１歳６か月児健診終了児、６か月ごとに塗布します。
持ち物母子健康手帳
問合せ�口腔保健センター（北足立歯科医師会）

�048－596－0275

母子健康
相 談

種 別 と き ところ 受付時間 対象者および内容 定員

マタニティ
クラス
《要予約》

４月１３日㈭
１４：００～１６：００

保
健
セ
ン
タ
ー

１３：４５～１４：００

妊娠１６～３２週の妊婦（夫も可）
プレママカフェ：お茶を飲みながら
交流会、妊娠中の栄養のとり方など
の話
持ち物母子健康手帳、筆記用具

２０人

４月１７日㈪
１３：３０～１６：００ １３：１５～１３：３０

妊娠２０～３５週の妊婦（夫も可）
出産準備クラス：妊娠経過から出産の
話、安産体操、交流会
持ち物母子健康手帳、筆記用具

１５人

パパママ体験
クラス
《要予約》

２月４日㈯
３月４日㈯
１０：００～１２：００

９：４５～１０：００

妊娠２４～３６週の妊婦と夫
（祖父母になられる方歓迎）
赤ちゃんのお風呂の入れ方、保育について
持ち物母子健康手帳、筆記用具

９組

赤ちゃん
サロン

２月２日㈭
３月２日㈭
１０：００～１２：００

１０：００～１１：１５

２～６か月児と保護者
ママ達の仲間づくり、交流の場とし
てご利用ください。
持ち物母子健康手帳

なし

注1）母子健康相談については、実施日の1週間前までに電話で申し込みください。また、効果的に参加していただ
くため、対象となる乳児以外の小さなお子様を連れての参加はご遠慮ください。

注2）母子健康相談の対象となる乳幼児用のおむつ・調乳用のお湯などは、各自で持参ください。

おとなの
健康相談

種 別 とき ところ 受付時間 対象者および内容

お立ち寄り
健康相談

３月１４日㈫ 保健センター ９：３０～１１：００

対象成人
内容血圧測定、生活習慣病予防・

バランスの良い食事のとり方な
どの相談

※気軽にお立ち寄りください！
※奇数月のみの開催になります。

※保健センターの駐車場は、数に限りがありますので、ご了承ください。

２月の献血
種 類 全血献血（２００㎖・４００㎖）

と き ２月７日㈫ ２月１１日（土・祝）

ところ ベニバナウォーク桶川

時 間 午前１０時～１１時４５分
午後１時～４時

午前１０時～１１時４５分
午後１時～４時

主 催 ライオンズクラブ 桶川青年会議所

対 象
１６歳～６４歳の健康な人
※４００㎖は男性１７歳以上、女性１８歳以上
※６０歳～６４歳に献血したことのある人
は６９歳まで可能です。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

�048‐856‐9800

授業見学・
個別相談随時受付！

自分スタイルの高校生活!―新入・転編入個別相談受付中―
生徒を支える3つのサポート

中学復習から大学受験まで
選べる登校で できるところから！
キャリア教育で希望進路実現！

個別見学会実施中 転編入・不登校 ご相談下さい ※要電話予約

〒362-0071 埼玉県上尾市井戸木2-2-22
桶川駅より徒歩8分

学 習
生 活
進 路

生徒を伸ばす3つのコース
全日型スタイルで充実の高校生活
マイペースで選ぶ週3日の通学
まずは週1回からの通学でトライ

精華学園高等学校 上尾校

レギュラーコース
ステップコース
トライアルコース

入
れ
歯
及
び
差
し
歯
に
つ
い
て

●
県
で
は
期
間
限
定
で

様
々
な
献
血
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
献
血

に
関
す
る
お
知
ら
せ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�786-1855／�786-0096

献血にご協力いただい

た人には、「オケちゃ

んエコバック」をプレ

ゼントするべに～

※運転免許証、パスポート、健康保険証などで本人確認を
しています。

ちょっと
気軽に

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2017．2 11882017．21199

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



おけがわイベント
情報局

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
主
催
事
業

歩Looking

（
み
ん
な
で
楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
）

和
・
洋
２
大
庭
園
と
ご
利
益
を

求
め
て
、
巣
鴨
散
歩

パ
パ
、マ
マ
達
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
・
サ
ロ
ン

〜
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
で
作
る
手
作
り
か
ご
、素

敵
な
雑
貨
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
〜

子
育
て
講
座
「
こ
れ
か
ら
の
子
育
て

が
楽
し
く
な
る
ヒ
ン
ト
」
〜
子
育
て

の
コ
ツ
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

子
育
て
講
座「
こ
と
ば
を
は
ぐ
く
む
」

〜
日
常
生
活
の
中
で
育
つ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

マ
マ
講
座

〜
か
わ
い
い
ミ
ニ
リ
ボ
ン
レ
イ
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
〜

デ
ジ
カ
メ
写
真
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

参
加
者
募
集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
と

い
う
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

人
と
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
え
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。
講
座

修
了
後
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

と
き
▼
3
月
3
日
㈮
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
（
午
後
1
時
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

定
員
▼
20
人

申
込
み
▼
2
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
で
、

主
催
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
」
�
777
―
7
0
5
5
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
と
は
、
文
部
科
学
省

が
推
奨
し
て
い
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
、
市
が
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

と
き
▼
3
月
12
日
㈰
午
前
7
時
45
分
桶

川
駅
改
札
前
集
合
※
小
雨
決
行

り
く

ぎ

え
ん

し
ん
し
ょ
う

コ
ー
ス
▼
駒
込
駅
〜
六
義
園
〜
眞
性

じ寺
〜
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
〜
巣
鴨
地
蔵
通
り

さ
る
た
ひ
こ
お
お
か
み
こ
う
し
ん
ど
う

商
店
街
〜
猿
田
彦
大
神
庚
申
堂
〜
本
妙
寺

〜
旧
古
河
庭
園
〜
霧
降
銀
座
商
店
街
〜
駒

込
駅

※
約
8
㎞
、
5
時
間
（
見
学
時
間
含
む
）

対
象
▼
市
内
在
住
、
在
勤
の
人
（
小
学

生
・
親
子
大
歓
迎
）

定
員
▼
25
人

費
用
▼
大
人
1
�
8
0
0
円
、
子
ど
も

900
円
（
交
通
費
、
保
険
代
な
ど
）
別
途
施

設
利
用
料
450
円
※
当
日
集
金

持
ち
物
▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
服

装
で
雨
具
、
昼
食
、
飲
み
物

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
・
返
信
用
宛
名
・「
巣
鴨
」
と
記
入

の
う
え
、
2
月
28
日
㈫
《
必
着
》
ま
で
に
、

大
沼
忠
儀
（
〒
363
―
0001
加
納
2
0
4
4
―

3
）
へ
。

問
合
せ
�
大
沼
�
７２８
―
４
９
２
９

内
容
▼
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
を
使
っ
た
か

ご
作
り
、
情
報
交
換
な
ど

と
き
▼
2
月
13
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
対
象
▼
市
内
在
住
の
乳
幼
児
の
親
子

定
員
▼
8
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

講
師
▼
佐
佐
み
の
り
さ
ん
（
ク
ラ
フ
ト

バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
主

宰
）申

込
み
▼
2
月
6
日
㈪
午
前
10
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
日
出
谷
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
。

子
育
て
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
…
。

お
話
を
聞
き
、
子
育
て
の
悩
み
や
不
安

を
語
り
合
い
ま
す
。

と
き
▼
2
月
22
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時

30
分と

こ
ろ
▼
日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
対
象
▼
市
内
在
住
で
子
育
て
中
の
人
、

こ
れ
か
ら
子
育
て
す
る
人
（
保
育
あ
り
）

定
員
▼
10
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

講
師
▼
加
藤
美
知
子
さ
ん
（
元
泉
保
育

園
園
長
）

申
込
み
▼
2
月
7
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
日
出
谷
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
。

言
葉
を
育
む
た
め
に
大
切
に
し
た
い
こ

と
と
は
…
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
2
月
23
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
駅
前
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と
保
護

者
定
員
▼
15
組
【
先
着
順
】

講
師
▼
小
俣
文
子
さ
ん（
言
語
聴
覚
士
）

申
込
み
▼
2
月
6
日
㈪
午
前
10
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
駅
前
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

内
容
▼
ミ
ニ
リ
ボ
ン
レ
イ
ス
ト
ラ
ッ
プ

作
り
（
2
本
の
リ
ボ
ン
で
編
ん
で
い
き
ま

す
）、
情
報
交
換

と
き
▼
3
月
3
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

正
午と

こ
ろ
▼
駅
前
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
乳
幼
児
の
親
子

講
師
▼
七
尾
絹
子
さ
ん
（
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
作
家
）

定
員
▼
10
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
2
月
21
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
、
駅
前
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
初
心
者
を
対
象
に
、

基
本
的
操
作
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の
取
り

込
み
、
取
り
込
ん
だ
写
真
の
加
工
お
よ
び

活
用
を
学
習
し
ま
す
。

と
き
▼
2
月
28
日
〜
3
月
21
日
の
火
曜

コ
ー
ス
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
4
回
）

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

で
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
て
、
コ

ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
パ
ソ
コ
ン

と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
接
続
ケ
ー
ブ
ル
と

取
扱
説
明
書
）
を
持
参
で
き
る
人

定
員
▼
19
人
【
多
数
抽
選
】

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
2
月
17
日
㈮

午
前
9
時
45
分
か
ら
東
公
民
館
で
公
開
抽

選
会
を
実
施
し
ま
す
（
参
加
自
由
）。
な

お
受
講
通
知
は
、
2
月
21
日
㈫
ま
で
に
郵

送
し
ま
す
。

費
用
▼
2
�
5
0
0
円（
資
料
代
な
ど
）

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
（
一
人
1
通
ま

で
）
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
と
返
信

先
の
宛
名
を
記
入
の
う
え
、
2
月
15
日
㈬

《
必
着
》
ま
で
、
生
涯
学
習
文
化
財
課
へ
。

※
重
複
応
募
、
記
入
も
れ
は
無
効
と
な
り

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
桶
川
Ｉ
Ｔ
ネ

ッ
ト
と
の
共
催
事
業
で
す
。

詳
し
く
は
�
生
涯
学
習
文
化
財
課

と き�3月5日㈰午後2時～4時
（開場：午後1時30分）

ところ�さいたま文学館
定 員�200人【先着順】 費 用�無料
講 師�山脇 由貴子さん

（女性の生き方アドバイザー、家族問題カウンセラー）
申込み�不要
保育室�約2歳以上の未就学児（定員8人）をお預かりします。

※保育を希望する人は2月28日㈫までに申し込み
ください。

詳しくは�人権・男女共同参画課

人権・男女共同参画課�７８６－３２１１（代表）日出谷子育て支援センター�７８９－２５８１
駅前子育て支援センター�７７４－９９７９ 生涯学習文化財課�７８６－３２１１（代表）

男男女女共共同同参参画画フフォォーーララムム22001177

癒えない傷をかかえる 大人たち
～児童相談所の現場から～

児童相談所の相談件数は１０万件を超え、児童虐待やいじめを伝えるニ
ュースがあとを絶ちません。そんな虐待やいじめを受けた子どもたちは、
いったいどんな大人へと成長していくのでしょうか。
元児童相談所職員として多くの「人」や「家族」と向き合ってきた講
師が、自らの体験をもとに講演します。

女性相談
～フェミニストカウンセリング～
女性としてのさまざまな悩み…夫婦や子ども、

仕事や職場、友人や自分自身など、誰にも話せ
なかった悩みを話してみませんか。
県外の女性相談専門のカウンセラーによる相

談です。
とき�毎月第2・4月曜日（原則）

※予約制10：00～12：00、13：00～16：00
相談時間は1人50分

ところ�仮設庁舎相談室
詳しくは�人権・男女共同参画課

時 間�午前9時30分～11時 費 用�無料
対 象�乳幼児（未就学児）と保護者 持ち物�着替え、タオル、飲み物
申込み�不要。なるべく自転車、徒歩でお越しください。
※子育て相談も実施しています。

保育所
北

日出谷
鴨川
坂田

鴨川保育所�786－1437 日出谷保育所�787－0593
坂田保育所�728－4653 北保育所�771－2014

実施日
１日㈬・１４日㈫
１日㈬・２８日㈫
７日㈫・２２日㈬
１５日㈬・２１日㈫

園庭開放
※雨天中止

保育所

鴨川、坂田

北、日出谷

実施日

８日㈬

１５日㈬

あそぼう会
２月

リズムあそび

～公立保育所地域子育て支援事業～
ああそそぼぼうう会会とと園園庭庭開開放放ののおお知知ららせせ

山脇由貴子さん
東京都出身。横浜市
立大学心理学専攻卒。
都の児童相談所に心
理職として19年間勤
務後、現職。
2006年現代のいじめ
問題の核心をついた「教室の悪魔」（ポ
プラ社）がベストセラーとなり、以後全
国的に講演活動を行う。メディアにも多
数出演。

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2017．2 22002017．22211
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報
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い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
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す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



第
７
回
資
料
解
説
講
座

「
山
伏
の
節
分
行
事
」

や
さ
し
い
オ
カ
リ
ナ
講
座

〜
初
め
て
オ
カ
リ
ナ
を
手
に
す
る

方
や
基
礎
か
ら
学
び
た
い
人
に
〜

押
し
花
教
室

〜
世
界
に
一
つ
だ
け
の
コ
ン
パ
ク
ト

ミ
ラ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

第
５
回
市
民
活
動
セ
ミ
ナ
ー

〜
始
め
よ
う
シ
ニ
ア
の
市
民
活
動
〜

食
で
繋
が
る
国
際
交
流
事
業

〜
外
国
の
料
理
教
室（
タ
イ
料
理
編
）〜

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
将
棋
大
会
開
催

第
２４
回
さ
と
い
も
祭
り
＆

大
バ
ザ
ー
ル

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

思
い
出
の
名
作
映
画
館

初
心
者
の
た
め
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
字
講
座

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
市
内
の
伝
統

行
事
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
当

館
が
制
作
し
た
記
録
映
像
を
も
と
に
、
坂

さ
い
と
う
ご

ま

田
地
区
の
本
学
院
が
伝
え
る
採
燈
護
摩
な

ど
の
節
分
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き
▼
2
月
26
日
㈰
午
後
2
時
〜
3
時

30
分と

こ
ろ
▼
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
40
人

費
用
▼
無
料

講
師
▼
歴
史
民
俗
資
料
館
職
員

申
込
み
▼
2
月
3
日
㈮
〜
25
日
㈯
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
。

と
き
▼
3
月
1
日
〜
29
日
の
毎
週
水
曜

日
（
全
5
回
）
午
後
1
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

定
員
▼
10
人
【
先
着
順
】

持
ち
物
▼
オ
カ
リ
ナ
※
お
持
ち
で
な
い

人
は
講
師
か
ら
購
入
可

講
師
▼
妙
円
薗
修
さ
ん

申
込
み
▼
2
月
8
日
㈬
午
前
9
時
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
、
桶
川
公
民
館
へ
。

か
わ
い
い
押
し
花
を
飾
り
付
け
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ン
パ
ク
ト
ミ
ラ
ー
を
作
り

ま
す
。

と
き
▼
3
月
22
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

定
員
▼
10
人
【
多
数
抽
選
】

費
用
▼
1
�
0
0
0
円

持
ち
物
▼
は
さ
み
（
裁
ち
ば
さ
み
で
は

な
く
普
段
使
っ
て
い
る
も
の
）、
テ
ー
ブ

ル
に
敷
く
も
の
（
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
や
新

聞
紙
な
ど
）

講
師
▼
小
川
寿
美
枝
さ
ん
（
ふ
し
ぎ
な

花
倶
楽
部
押
し
花
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

申
込
み
▼
2
月
1
日
㈬
〜
15
日
㈬
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

東
公
民
館
へ
。

「
定
年
後
の
第
2
の
人
生
を
悔
い
な
く

過
ご
す
に
は
、
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要

に
な
る
か
。
今
後
増
加
す
る
シ
ニ
ア
世
代

が
市
民
活
動
の
担
い
手
と
し
て
地
域
社
会

に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
」
な
ど
、
シ
ニ
ア
世
代
の
地
域
参
加
の

方
法
や
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

と
き
▼
2
月
25
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

4
時と

こ
ろ
▼
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
対
象
▼
定
年
退
職
を
迎
え
る
市
民
、
市

民
活
動
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
シ
ニ
ア
世

代
定
員
▼
25
人
【
先
着
順
】

講
師
▼
村
田
恵
子
さ
ん
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

申
込
み
▼
2
月
24
日
㈮
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
。

市
内
在
住
の
外
国
人
を
講
師
と
し
て
、

外
国
の
料
理
を
作
り
ま
す
。
今
回
は
、
タ

イ
の
家
庭
料
理
「
ク
イ
ッ
テ
ィ
ア
オ
（
タ

イ
風
米
麺
の
ラ
ー
メ
ン
）・
ガ
パ
オ
（
豚

ひ
き
肉
の
バ
ジ
ル
炒
め
）」
を
作
り
ま
す
。

身
近
な
食
文
化
を
通
じ
て
、
国
際
交
流
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
2
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

2
時と

こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

定
員
▼
20
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
500
円

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
み
▼
2
月
17
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
桶
川
公
民
館
へ
。

世
代
を
超
え
た
将
棋
愛
好
者
の
交
流
を

図
り
ま
す
。
女
性
や
小
・
中
学
生
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

と
き
▼
2
月
19
日
㈰
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
3
時
30
分
（
午
前
9
時
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
人

定
員
▼
48
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
2
月
1
日
㈬
か
ら
、
直
接
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
昼
食
希
望
の
人
は
、
申
込
時
に
500
円
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
2
月
19
日
㈰
は
、
本
事
業
の
た
め
臨
時

休
館
と
な
り
ま
す
。

主
催
・
問
合
せ
�
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７２８
―
１
１
２
２

内
容
▼
大
バ
ザ
ー
ル
（
生
活
用
品
な
ど

3
�
0
0
0
点
）、
だ
ん
ご
・
太
巻
き
寿

司
・
焼
き
い
も
・
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
模
擬

店
、
手
作
り
の
自
主
製
品
（
ク
ッ
キ
ー
、

縫
製
品
な
ど
）、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト（
バ

ン
ド
演
奏
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
）

と
き
▼
3
月
12
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

バ
ザ
ー
品
募
集
▼
未
使
用
品
の
み
（
大

型
家
具
・
家
電
、
人
形
な
ど
は
除
く
）
連

絡
に
よ
り
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

※
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

問
合
せ
�
桶
川
・
さ
と
い
も
作
業
所

�
７２８
―
３
９
６
０
、
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
さ
と

い
も
�
７７７
―
７
３
６
６

内
容
▼
講
演
①
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
医

療
派
遣
チ
ー
ム
）
の
活
動
を
通
し
て
考
え

る
震
災
対
策
に
つ
い
て
」
講
師
�
近
藤
久

禎
さ
ん
（
厚
生
労
働
省
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務
局

次
長
）

講
演
②
「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
防
災
に
つ
い

て
」
講
師：

永
田
宏
和
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
プ
ラ
ス
ア
ー
ツ
理
事
長
）

と
き
▼
2
月
9
日
㈭
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
（
午
後
0
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ
▼
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
さ
い
た
ま
市
南
区
根
岸
1
―
7
―
1
）

定
員
▼
1
�
5
5
8
人

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
不
要

そ
の
他
▼
防
災
関
連
企
業
・
団
体
の
展

示
ブ
ー
ス
、地
震
に
関
す
る
資
料
の
展
示
・

説
明
、
建
築
職
員
に
よ
る
無
料
耐
震
診
断
、

大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
東
北

復
興
支
援
活
動
の
報
告

問
合
せ
�
埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

実
行
委
員
会
事
務
局
（
県
危
機
管
理
課
）

�
８３０
―
８
１
４
１

古
き
良
き
映
画
を
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で

鑑
賞
し
ま
す
。

上
映
作
品
▼
「
そ
れ
か
ら
」（
夏
目
漱

石
の
小
説
の
映
画
化
。1
9
8
5
年
製
作
・

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
作
品
）

監
督
�
森
田
芳
光

脚
本
�
筒
井
と
も
み

出
演
�
松
田
優
作
、
藤
谷
美
和
子

と
き
▼
3
月
11
日
㈯
午
後
6
時
か
ら

（
午
後
5
時
30
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

定
員
▼
50
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
不
要

詳
し
く
は
�
東
公
民
館

ボ
ー
ル
ペ
ン
字
の
基
礎
と
、
文
字
を
美

し
く
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

と
き
▼
3
月
15
日
㈬
・
22
日
㈬
午
前
10

時
〜
正
午
（
午
前
9
時
30
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
20
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
300
円
（
教
材
費
）

持
ち
物
▼
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
油
性
ペ
ン
、

筆
記
用
具

講
師
▼
中
澤
心
流
さ
ん

申
込
み
▼
2
月
3
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
川
田
谷
公
民
館
へ
。

歴史民俗資料館�７８６－４０３０ 桶川公民館�７７２－３８８８
東公民館�７２８－７６２２ 川田谷公民館�７８６－４０３３（いずれも月曜休）

東公民館�７２８－７６２２ 桶川公民館�７７２－３８８８
市民活動サポートセンター�７８６－２４００（いずれも月曜休）
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特別な道具は使わず手軽にできるゆび織り。春色のストー

ルを作ります（希望者にはお子さんやお孫さん用に一巻きマ
フラーも作成可）。手織りの経験のない人でも簡単にできま
す。幅広い年齢層で楽しめる「ゆび織り」を体験しませんか。
と き�3月2日㈭午前10時から ところ�桶川公民館
定 員�15人※無料託児あり（2歳～6歳・定員8人）
費 用�1，500円※子ども用希望者は700円増
持ち物�ペットボトル（500㎖で四角い形のもの）
講 師�澤山栄子さん
申込み�2月7日㈫午前9時から電話または直接、桶川公民

館へ。

若者男子ごはん講座
外食をやめて、節約・健康のため料理を始めません

か。初心者向けに夜ごはんを作ります。参加者は、男
性だけなので、気軽に参加してください。
と き�3月3日㈮・10日㈮午後7時から
ところ�桶川公民館
対 象�料理初心者の男性（20代～40代の人大歓迎）
定 員�16人 費 用�2，000円
持ち物�エプロン、フキン2枚、三角巾、ハンドタオル
講 師�小阪玉江さん
申込み�2月7日㈫午前9時から、電話または直接、

桶川公民館へ。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

「簿記検定」「銀行業務検定財務3級」
「ビジネス実務法務検定（3・2）級」対策

■1人～5人の超少人数制 ■講義中の質問も自由
■無料補講制度あり（毎回補講もOK） ■年中無休

塾生
ファースト「堀江ビジネス塾」上尾市弁財1－3－21

�048－716－7307 http : //horie19．com
マイカー通学OK 上尾駅から無料送迎車有（要予約）
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鴻
巣
市

K
onosu

C
ity

鴻
巣
び
っ
く
り
ひ
な
祭
り
２
０
１
７

北
本
市

K
itam
oto
C
ity

第
１８
回
感
動
桜
国
き
た
も
と

ウ
ォ
ー
ク
大
会
開
催

日
本
一
高
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
ひ
な
壇
が
エ

ル
ミ
こ
う
の
す
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に

登
場
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

も
多
数
あ
り
、「
ひ
な
人
形
の
ふ
る
さ
と

鴻
巣
」
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
メ
イ
ン
会
場
】

と
き
▼
2
月
17
日
㈮
〜
3
月
12
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
9
時

※
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で

と
こ
ろ
▼
エ
ル
ミ
こ
う
の
す
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
1
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

【
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
】

と
き
▼
2
月
17
日
㈮
〜
3
月
11
日
㈯

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

と
こ
ろ
▼
ひ
な
の
里
、
花
久
の
里
、
パ

ン
ジ
ー
ハ
ウ
ス
、
コ
ス
モ
ス
ア
リ
ー
ナ
ふ

き
あ
げ
、
吹
上
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
�
鴻
巣
市
観
光
協
会
�
０４８
―
５４０

―
３
３
３
３

桜
の
咲
く
な
か
、
高
尾
氷
川
神
社
や
石

戸
蒲
ザ
ク
ラ
周
辺
を
み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
▼
4
月
1
日
㈯
午
前
9
時
出
発

（
午
前
8
時
受
付
、
8
時
30
分
開
会
式
）

※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

と
こ
ろ
▼
コ
ー
ス
①
3
㎞
コ
ー
ス

【
出
発
】
北
本
市
役
所
↓
高
尾
氷
川
神
社

↓
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー【
ゴ
ー
ル
・
解
散
】

※
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
車
い
す
の
人
な
ど
も
参

加
で
き
ま
す
。

コ
ー
ス
②
9
㎞
コ
ー
ス

【
出
発
】
北
本
市
役
所
↓
石
戸
蒲
ザ
ク
ラ

↓
子
供
公
園
↓
城
ヶ
谷
堤
↓
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
【
ゴ
ー
ル
・
解
散
】

費
用
▼
1
人
100
円
（
当
日
集
金
。
記
念

バ
ッ
ジ
・
花
苗
代
、
保
険
代
な
ど
）

申
込
み
▼
3
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
北
本

市
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
、
体
育
セ
ン
タ
ー
、

文
化
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館
）、
北
本

市
内
各
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
、
子
供
公
園

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

各
窓
口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
引
き
換

え
に
参
加
登
録
証
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
北
本
市
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

�
０４８
―
５９４
―
５
５
６
８

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
彩
の
国
い
き
が
い
大
学

伊
奈
学
園
学
生
募
集

学
習
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
通
じ
て

仲
間
づ
く
り
を
行
い
、
卒
業
後
は
地
域

活
動
な
ど
で
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

内
容
▼
一
般
教
養
、
専
門
科
目
の
学

習
と
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

と
き
▼
各
年
間
38
日

定
員
▼
火
曜
90
人
、
水
曜
140
人
、
木

曜
130
人

対
象
▼
県
内
在
住
で
昭
和
32
年
4
月

1
日
以
前
生
ま
れ
の
人

費
用
▼
年
額
4
2
�
0
0
0
円

申
込
み
▼
市
高
齢
介
護
課
、
い
き
が

い
大
学
伊
奈
学
園
、
県
民
活
動
総
合
セ

ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
募
集
案
内
を
入
手

し
、
2
月
28
日
㈫
《
必
着
》
で
、
彩
の

国
い
き
が
い
大
学
伊
奈
学
園
へ
。

問
合
せ
�
彩
の
国
い
き
が
い
大
学
伊

奈
学
園
�
７２８
―
２
２
９
９

け
ん
か
つ
鉄
道
フ
ェ
ア
2
0
1
7

と
き
▼
2
月
11
日
（
土
・
祝
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時

費
用
▼
無
料
（
一
部
有
料
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
電
話
（
728
―
7

1
1
7
）、
来
館
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

受講料無料
事前申込不要

テーマ 第６回体のスマート・エイジング
講演１ 要介護にならないために―若さの秘訣― 講師：内野 正隆（整形外科部長）
講演２ 食事でエイジングケア 講師：畑 五月（栄養科 科長）
講演３ 簡単な運動で脳も体もエイジングケア 講師：目黒 智康（リハビリテーションセンター主任）

後援：北本市、桶川市、鴻巣市
各市老人クラブ連合会

☆お問い合わせ：北里大学メディカルセンター事業部総務課 048－593－1212（代表）

北里大学メディカルセンター 市民講座

■日時：3月15日㈬13時30分～15時30分予定
■場所：北里大学メディカルセンター南館2階AB会議室
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－
　　桶川市民ホール　☎ 階受付（チケット）☎
　　さいたま文学館　☎

　　

桶
川
市
民
吹
奏
楽
団

第
３８
回
定
期
演
奏
会

〜
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
〜

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
に
挑
戦
Ⅳ

さ
い
た
ま
文
学
館

情
報

開
館
時
間
▼
10
時
〜
17
時
30
分

平
成
２９
年
度
「
文
学
館
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」
募
集

後
期
文
学
創
作
講
座

受
講
者
募
集

と
き
▼
3
月
5
日
㈰
午
後
1
時
30
分
開

場
、
2
時
開
演

と
こ
ろ
▼
ホ
ー
ル

出
演
▼
桶
川
市
民
吹
奏
楽
団
、
指
揮
�

花
坂
義
孝
、
司
会
�
鈴
木
一
希

予
定
曲
▼
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ピ
ク
チ

ャ
ー
ズ
、
オ
セ
ロ
、
イ
ン
・
ザ
・
ム
ー
ド
、

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・
セ
レ
ナ
ー
デ
ほ
か

費
用
▼
全
席
自
由
400
円
（
当
日
500
円
）

↓
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

※
東
日
本
大
震
災
義
援
金
100
円
含
む

※
未
就
学
児
無
料

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ピ
ア
ノ
の
最

高
峰
・
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
で
の
演
奏
に
挑

戦
し
ま
す
。

と
き
▼
3
月
18
日
㈯
午
後
0
時
30
分
開

場
、
1
時
開
演

と
こ
ろ
▼
ホ
ー
ル

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
不
要
※
未
就
学
児
入
場
可

埼
玉
ゆ
か
り
の
文
学
者
19
人
と
永
井
荷

風
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
一
般
観
覧

者
の
観
覧
支
援
と
な
る
簡
潔
な
展
示
解
説

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
（
活
動
日
は
原
則

土
・
日
曜
日
）。

と
き
▼
説
明
会
2
月
18
日
㈯

と
こ
ろ
▼
企
画
展
示
室

申
込
み
▼
2
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

さ
い
た
ま
文
学
館
へ
。

内
容
▼
初
歩
か
ら
学
ぶ
「
詩
」
の
創
作

講
座と

き
▼
3
月
1
日
〜
29
日
（
毎
週
水
曜

日
・
全
5
回
）
午
後
2
時
〜
4
時

と
こ
ろ
▼
講
座
室
1

定
員
▼
42
人

費
用
▼
無
料

講
師
▼
さ
さ
き
ひ
ろ
し
さ
ん
（
詩
人
）

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

2
月
10
日
㈮
《
消
印
有
効
》
ま
で
に
、
さ

い
た
ま
文
学
館
へ
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

桶
川
市
民
ホ
ー
ル

情
報

開
館
時
間
▼
9
時
〜
22
時

催 し 物 と き 内 容

フリーマーケット
with おけがわ
手づくりマーケット

毎月第1日曜日
午前9時～午後3時

ハンドメイドのクリエーターが大集合！
※出店者募集中！

ふるさと蚤の市 毎月第2日曜日
午前9時～午後3時 古民具・古着などのアンティーク商品の販売

《開講講座》※染物教室・陶芸教室・そば打ち教室・うどん打ち教室・木工細工教室・
書道教室については電話で問い合わせください。

《イベント＆サービス》

第4回 歌声喫茶
（ふるさと館共催） 2月18日㈯

午後2時～4時

懐かしい童謡・唱歌・叙情歌を一緒に歌いまし
ょう。
費用�1，000円（ドリンク付）
主催�嶋村益代（NHK文化センター童謡講座

講師）
申込み�当日母屋2階で受付

梅祭り 2月18日㈯・19㈰ 「梅の花」を鑑賞しながら食事しませんか。

年中行事
「桃の節句」

2月18日㈯～
3月3日㈮

歴史ある当館ゆかりの雛人形を母屋2階に展示
します。また、3月3日㈮に母屋で食事した先
着200人に草餅を振る舞います。

第11回
ふるさと再発見講座
（ふるさと館共催）

2月25日㈯
①午後1時30分～

2時
②午後2時～

3時45分

①民話の発表（忍の行田の「昔ばなし」語り部
の会、民話の会どんとはれ） 受講料�無料

②講座「地域の支え合い」清水さえ子さん（一
般社団法人セーフティネット代表・上尾市）

受講料�600円※中学生以下無料
主催�埼玉県民話語り協議会
申込み�当日母屋2階で受付

２月の【休館日】の
お知らせ

6日㈪・13日㈪
20日㈪・27日㈪
28日㈫

6日㈪・13日㈪
20日㈪・27日㈪

さいたま文学館
桶川市民ホール

べに花ふるさと館

申込時間：
午前9時～午後6時

�729－1611
�727－02552月

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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まちの話
題

三三田田原原万万作作連連とと高高齢齢者者のの集集いい

この取り組みは、
高齢者が集う機会を
創出し、コミュニケ
ーションの輪を広げ
てもらおうと行われ
ています。万作とは、

豊作を喜ぶものとして農家に伝わる民俗芸能で
す。市内では6団体に受け継がれています。当
日、会場に集まったシニアたちは、万作連のメ
ンバーの手作り料理や甘酒とともに「道者の踊
り」など、ほかの万作では見られない演技を楽
しみました。 （12月4日 三田原集会所）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

相談のみは無料

� 048－775－5892
FAX 048－772－0076

司法書士 井口 鈴子（簡裁代理権取得）
〒363－0023 埼玉県桶川市朝日2丁目12番23号

http : //homepage2．nifty.com/asahi-houmu/

相続・遺言・贈与・借金 着手金不要、費用分割可

その他、法律に関するお悩み、まずはご相談下さい。

遺言のおすすめ…子供がいない。特定の子供に財産を
あげたい。離婚により前妻の子がいる。等々…

【要予約】平日 9：00～17：00
（12：00～13：00除く）

予約により、土、日、祭日の面談可

朝日司法
書士総合法務事務所

～おけがわ文芸～
年 間 優 秀 作 品

昨年1年間に掲載した作品の中から
優秀作品が選ばれました。

（敬称略）
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風
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鳴
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る

倉
田
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中

久
遠

桶桶川川中中学学校校のの生生徒徒がが駅駅頭頭募募金金

桶川中学校の生徒88人が桶川駅周辺で海外たすけあい
募金を行いました。今回の募金では、多くの人の協力に
より118，685円が集まりました。集まったお金は、全額、
日本赤十字社を通じて、海外支援に活用されるとのこと
です。ご協力ありがとうございました。

（12月1日・2日 桶川駅自由通路ほか）

111177人人ののちちびびっっここ「「認認知知症症ササポポーータターー」」
がが誕誕生生

加加納納北北部部自自治治会会のの「「いいもも煮煮会会」」

加加納納っっ子子がが善善行行

足が不自由な高齢者のごみ捨てを手伝ったとして、加納
にの みや そ ら もと き だい すけ すず き る み

小学校3年の二宮蒼空くん、本木大輔くん、鈴木瑠海ちゃ
か とう ひで あき

んの3人に桶川市介護支援専門員連絡会の加藤英明会長か
ら感謝状が贈られました。3人は登校中、困っている様子
の高齢者に声をかけて以来、通学路で見かけるたびにごみ
捨てを手伝っています。 （11月29日 加納小学校）

最最後後のの「「ジジョョイインントト絵絵画画展展」」

この絵画展は、絵画グループ「あじ彩」と桶川高校美術部の
合同絵画展です。桶高の美術室を活動拠点の一つにしていた「あ
じ彩」が独自の展覧会を目指そうと平成13年に企画。今回で22
回目を迎えましたが、「あじ彩」がグループとしての活動に一
区切り付けることに伴い、最後の開催となりました。このジョ

よし だ ま ゆ

イント絵画展について、桶高美術部の吉田真悠部長は、「『あじ
彩』のメンバーの絵からは、自分たちにはないものが得られ、

こう だ よし かつ

勉強になっていた。」と話し、「あじ彩」の甲田義勝代表も「生徒
らの感性は刺激になった。絵画グループとしては解散するが、
おのおの創作活動は続けていきます。」と抱負を語っていまし
た。 （12月13日～18日 市民ホールギャラリー）

協協働働推推進進提提案案事事業業
年年越越ししみみんんななのの第第九九・・ククリリススママススココンンササーートト

この第九コンサートは、市民ホールのオープニング記念公演「第
九演奏会」に参加したメンバーが実行委員会を組織し、開催して
いるものです。これまで、近隣のホールを会場に趣向を凝らした
コンサートを企画し、好評を博しています。当日は、歌が大好き
な小中学生と保護者らで結成された桶川市民ホール「友の会」合
唱団も歌声を披露。オーケストラの演奏とともに満員となった会
場を沸かせました。 （12月23日 市民ホール）

七七草草粥粥のの振振るる舞舞いい

今回で9回目。以前は、2月に
開催していましたが、採れたての
里芋を味わおうと12月に開催され
るようになりました。加納北部自
治会で振る舞われた「いも煮」は、

具だくさんで、けんちん汁に近いみそ味です。会場には、
幅広い世代の住民が集まり、郷土の味を堪能していまし
た。 （12月4日 加納北部自治会集会所）

桶川西小学校
で4年生を対象
とした認知症サ
ポーター養成講
座が行われまし
た。講座では、
「認知症とはど
ういう症状？」、「認知症の人に対してどのように接して
いけばよいの？」など、熱心に学ぶ児童の姿がみられま
した。 （12月1日 桶川西小学校）

「べに花ふるさと館」
で年始の恒例行事「七
草粥の振る舞い」が行
われました。当日は200
人分用意されましたが、
開始20分ほどで配り終

えるほどの盛況ぶりでした。
（1月7日 べに花ふるさと館）
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まちの話
題

製鉄炉復元図

出土品（鉄類）

古
代
の
製
鉄
工
場
み
や
の
わ
き

〜
宮
ノ
脇
遺
跡
〜

た
か
や

ど

桶
川
駅
か
ら
東
へ
4
㎞
ほ
ど
行
く
と
、
高
野
戸

あ
か
ぼ
り

川
が
赤
堀
川
に
合
流
す
る
地
点
が
あ
り
、
両
河
川

に
挟
ま
れ
た
東
側
に
の
び
る
台
地
の
先
端
に
宮
ノ

ぜ
つ
じ
ょ
う

脇
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
台
地
を
舌
状

だ
い
ち
台
地
と
呼
び
ま
す
が
、
川
の
水
面
と
の
標
高
差
が

少
な
い
低
台
地
で
、
近
年
ま
で
台
地
上
に
は
住
宅

地
と
畑
が
広
が
り
、
低
地
は
水
田
と
な
っ
て
い
た

地
域
で
し
た
。
宮
ノ
脇
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
か

ら
中
世
ま
で
の
集
落
や
館
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
注
目
で
き
る
の
は
奈
良
時
代
の
製
鉄

に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
の
発
見
で
し
た
。

埼
玉
県
の
古
代
製
鉄
遺
跡
は
、
大
宮
台
地
の
東

く
し
び
き

側
と
櫛
引
台
地
か
ら
本
庄
台
地
を
中
心
と
し
た
地

域
に
多
く
分
布
し
て
お
り
、
代
表
す
る
遺
跡
と
し

お
お
や
ま

は
な
ぞ
の
ま
ち

て
は
伊
奈
町
大
山
遺
跡
や
深
谷
市
（
旧
花
園
町
）

だ
い
こ
う
ち

台
耕
地
遺
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
の
鉄
の

生
産
と
使
用
は
弥
生
時
代
に
始
ま
り
ま
す
が
、
律

令
国
家
に
よ
る
行
政
機
構
の
整
備
な
ど
が
進
む
奈

良
時
代
に
な
る
と
、農
具
や
工
具
あ
る
い
は
武
器
・

武
具
な
ど
鉄
製
品
の
需
要
が
高
ま
り
、
各
地
に
製

鉄
炉
な
ど
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
宮

ノ
脇
遺
跡
で
は
こ
れ
ま
で
3
回
の
調
査
で
、
古
代

た
て
あ
な

た
て
が
た
ろ

の
竪
穴
住
居
跡
31
軒
と
と
も
に
、
竪
型
炉
と
呼
ば

れ
る
製
鉄
炉
や
住
居
内
に
設
け
ら
れ
た
鍛
冶
炉
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
炉
に
空
気
を
送
る
た

は
ぐ
ち

て
っ
さ
い

め
の
羽
口
や
、
不
純
物
と
し
て
排
出
さ
れ
る
鉄
滓

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

古
代
の
製
鉄
に
必
要
な
手
順
に
は
、
砂
鉄
と
木

炭
を
炉
に
入
れ
て
鉄
を
製
錬
・
精
錬
す
る
工
程
と
、

鉄
素
材
を
加
工
し
て
製
品
に
す
る
鍛
冶
を
行
う
工

程
が
あ
り
、
宮
ノ
脇
遺
跡
で
は
製
鉄
と
鍛
冶
の
2

つ
の
工
程
に
必
要
な
施
設
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
鉄
生
産
を
行
う
た
め
に
は
、
砂
鉄

な
ど
の
原
料
と
燃
料
と
な
る
木
炭
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
木
炭
を
作
る
に
は
、
原
材
料
で
あ
る
ク
ヌ

ギ
・
コ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
を
獲
得
で
き
る
森
林

と
炭
焼
窯
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
砂

鉄
七
里
に
炭
三
里
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

炭
は
三
里
以
上
運
ぶ
の
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
表

わ
す
言
葉
で
、
遠
方
で
は
な
く
周
辺
か
ら
炭
を
調

達
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
大
宮
台
地
の
製

鉄
遺
跡
に
は
、
炭
焼
窯
が
付
属
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
宮
ノ
脇
遺
跡
で
も
周
辺
に
炭
焼
窯
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

宮
ノ
脇
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
製
鉄
遺
跡
は
、
砂

鉄
や
鉄
製
品
の
輸
送
ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
た
台
地

上
の
村
に
、
製
鉄
技
術
を
持
っ
た
集
団
が
短
期
間

に
操
業
し
て
お
り
、
村
の
周
囲
に
は
炭
の
原
料
と

な
る
広
葉
樹
林
が
広
が
っ
て
い
た
古
代
景
観
を
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
ノ
脇
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
の
遺
物

は
、
桶
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

い
の
う
え
か
つ
あ
き

桶
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

井
上
尚
明

文文
化化
財財
をを
訪訪
ねね
てて
――
見見
てて
ああ
るる
記記
――
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東東二二丁丁目目

末広二丁目の
餅つき大会では、
「あんこ」「きな
こ」「からみ」に
加え「ごま」味
も振る舞われま
した。こちらの
町会では、餅つ

きで地域住民が集まることか
ら5年前から自主防災訓練も
合わせて実施しています。
（1月8日 地域福祉

活動センター前駐車場）

町町会会・・団団体体 餅餅つつきき大大会会風風景景

東東観観団団地地みみここしし保保存存会会

末末広広二二丁丁目目

泉泉二二丁丁目目

末末広広三三丁丁目目 東二丁目の餅つき
大会は、地域住民が
顔を合わせ、きずな
を深めようと昭和46
年の町会発足時から
町会行事として続い
ています。会場では、
餅つきのほか、焼きとりや焼きいもなどを新旧の住民
が一緒になって来場者に振る舞う姿がみられました。

（12月17日 東二丁目集会所周辺）

泉二丁目の餅つき大会は、38年前から地域の活性化を目
的に行われています。年々盛り上がりをみせているという
泉二丁目の餅つき大会。当日は300人を超える地域住民が
振る舞い餅を楽しみました。（1月8日 泉二丁目集会所）

東観団地みこし保存会は、地域の
神輿の新調を機に立ち上がった団体
です。こちらの餅つきでは、町会に
振る舞う餅のほか、正月用の「のし
餅」もつくのが恒例です。当日は、
180㎏のもち米を会員が力を合わせてつきました。懇
親会では、東観みこし保存会名物の「なっとう餅」も
振る舞われました。 （12月25日 東観団地自治会館）

末広三丁
目の餅つき
大会は、町
会の新年会
と合わせて
開催されて
います。こ

ちらの餅つき大会
では、ベーゴマ、
竹とんぼなど「昔
遊び」コーナーが
用意されていまし

た。会場では子どもに遊び方を教えるシニアたちの姿がみ
られました。 （1月8日 末広三丁目集会所）

宮ノ脇遺跡周辺航空写真
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俳

句

（
選
句
協
力
…
桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

秋
深
し
婆
の
地
言
葉
ふ
る
さ
と
館

加
納

荻
原

義
久

妻
が
い
て
居
場
所
あ
る
な
り
温
め
酒

上
日
出
谷

押
川

孝

新
米
に
風
の
匂
い
や
陽
の
匂
い

末
広

菅
野

昭
子

初
雪
の
靜
け
さ
包
む
庭
明
り

末
広

齋
藤

律
子

海
老
を
ゆ
で
湯
気
ま
で
赤
き
年
の
市

坂
田

小
宮
山

勝

六
地
蔵
み
ん
な
泣
か
せ
て
初
し
ぐ
れ

朝
日

大
野

君
子

吹
き
溜
る
落
葉
の
中
の
野
球
帽

下
日
出
谷

山
下

恭
子

荒
海
や
風
花
遊
ぶ
能
登
岬

若
宮

小
澤

水
明

セ
ー
タ
ー
の
昭
和
の
思
い
捨
て
き
れ
ず

泉

山
崎

洋
子

落
葉
掃
く
古
木
の
ご
と
き
翁
か
な

上
日
出
谷

有
馬

恭
二

短

歌

鬼
怒
川
も
熱
海
も
夜
は
ひ
っ
そ
り
と
昭
和
の
に
ぎ
わ
い
恋
し
か
り
け
り

西

岸

仲
夫

秋
た
け
て
青
菜
の
か
げ
に
動
き
な
く
息
づ
く
バ
ッ
タ
は
雨
滴
に
濡
れ
て

若
宮

山
蔭

明
代

一
日
を
一
万
歩
と
決
め
遊
歩
道
初
冠
雪
の
富
士
を
遠
く
に

坂
田

小
林

茂
之

夜
祭
や
難
所
に
掛
か
る
団
子
坂
力
を
合
わ
せ
山
車
を
引
っ
ぱ
る

坂
田

山
口

宏
子

山
寺
の
玉
こ
ん
に
や
く
で
舌
づ
つ
み
芭
蕉
し
の
ぶ
や
閑
け
さ
と
蟬

鴨
川

春
日
千
代
子

も
ず
鳴
い
て
小
寒
き
朝
酒
蔵
の
軒
端
に
瑞
き
杉
玉
吊
ら
る

朝
日

大
野

君
子

豊
作
の
田
の
神
様
は
冬
ご
も
り
落
葉
の
径
を
踏
し
め
て
ゆ
く

倉
田

安
中

久
遠

4月生まれ のの子子どどもものの写写真真（（33歳歳ままでで））をを募募集集ししまますす。。応応募募はは写写真真（（顔顔全全体体ががははっっききりりとと
写写っってていいるるもものの、、裏裏面面ににおお子子ささんんのの名名前前））とと、、別別紙紙にに①①おお子子ささんんのの名名前前（（ふふりりががなな））・・②②生生
年年月月日日・・③③保保護護者者名名・・④④住住所所・・⑤⑤電電話話番番号号・・⑥⑥簡簡単単ななメメッッセセーージジ（（5500字字程程度度））をを明明記記しし、、
【【郵郵送送】】【【直直接接】】ままたたはは【【EEメメーールル】】ででおお送送りりくくだだささいい。。（（22月月1155日日消消印印有有効効））
※※応応募募者者多多数数のの場場合合はは抽抽選選ととななりりまますす。。※※過過去去にに掲掲載載さされれたたおお子子ささんんののごご応応募募はは、、ごご遠遠慮慮くくだだささいい。。

応募要領

�
①
作
品（
俳
句
は
1
人
3
句
、短
歌
は
1
人
2
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、必
ず
楷
書
で
記
入
）

②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま

た
は【
Ｅ
メ
ー
ル
】で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

�
発

表
…
毎
月
の
選
考
会
に
よ
り
、上
位
、俳
句
10
句
、短
歌
7
首
を
応
募
順
に
掲
載

�
締
切
り
…
2
月
15
日
消
印
有
効（
今
回
の
応
募
は
、4
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

２月生まれ
だよ！

ゆず き

岸本 柚希ちゃん〈鴨川〉
3歳のお誕生日おめでとう。いつもとび
きりの笑顔でみんなを幸せにしてくれて
ありがとう。色んなことにチャレンジし
てね！ゆずの成長を楽しみにしているよ。

しょう

市川 翔ちゃん〈坂田東〉
しょう、2歳のお誕生日おめでとう♪
いっぱい遊んでたくましく育ってね。
これからもりゅうと仲良くね。

こうせい

松本 昊青ちゃん〈坂田〉
いつも元気で笑顔いっぱいの男の子に
育ってくれてありがとう 1歳のお誕
生日、おめでとう！キラキラ輝く毎日
になりますように�

ゆう り

松永 悠李ちゃん〈坂田東〉
悠李くん2歳のお誕生日おめでとう�
ゆうくんの笑顔がみんなを元気にし
てくれます。これからもお姉ちゃん
達と仲良く、元気で優しい男の子に
なってね！

ゆう と

石川 裕登ちゃん〈若宮〉
お誕生日おめでとう！元気に大きく
なってくれてありがとう。裕登がい
てくれるだけでみんな笑顔になるよ。
これからもスクスク成長しますよう
に‼

ゆう き

森 祐綺ちゃん〈坂田〉
1歳の誕生日おめでとう！いつも元
気いっぱいで笑顔の種をみんなに振
りまいてくれる祐くん、素敵な男性
に成長してください♪

ゆう と

柿沼 勇翔ちゃん〈下日出谷西〉
1歳のお誕生日おめでとう！いつも
にこにこ笑顔のゆうちゃんが大好き�
これからも笑顔いっぱいで元気に成
長して、心も身体も強い男の子にな
りますように�

「はっぴいばーすでい」
「おけがわ文芸」
のあて先

〒363－8501 桶川市役所秘書広報課「はっぴいばーすでい」
または「おけがわ文芸」コーナー

Eメール hisho@city.okegawa.lg.jp

こちらのQR
コードからも
投稿できます

▲
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「広報おけがわ」は自治会で配布されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課�786－3211へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

開
催
し
ま
す

■
無
料
体
験
講
座
（
社
交
ダ
ン
ス
）『
ひ
ま

わ
り
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
』

2
月
7
日
㈫
・
14
日
㈫
・
21
日
㈫
13
時
〜

15
時
／
桶
川
公
民
館
／
Ａ
級
講
師
に
よ
る

丁
寧
な
指
導
で
す
／
石
井
�
090
―
8
4
4

1
―
1
5
8
9

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
せ
ん

か『
桶
川
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
』

2
月
14
日
㈫
9
時
〜
10
時
30
分
�
サ
ン
・

ア
リ
ー
ナ
会
議
室
で
講
義
、
10
時
40
分
〜

12
時
�
下
日
出
谷
中
央
公
園
で
実
技
（
雨

天
時
は
講
義
の
み
）
／
20
人
／
無
料
／
用

具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
及
び

初
心
者
歓
迎
／
新
井
�
786
―
2
7
7
6

■
遺
言
書
の
は
な
し
『
田
舎
会
』

2
月
17
日
㈮
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
／
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
20
人
／
200

円
（
資
料
代
）
／
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

進
呈
。
セ
ミ
ナ
ー
後
無
料
相
談
（
予
約
不

要
）
／
隅
埜
�
048
―
591
―
6
2
2
1

■
寄
席
の
お
知
ら
せ
『
桶
川
寄
席
「
り
ん

ど
う
」』

2
月
26
日
㈰
14
時
開
演
／
桶
川
集
会
所

（
ユ
ニ
テ
ィ
）
／
約
70
人
／
無
料
（
賛
助

会
員
500
円
）
／
皆
で
笑
っ
て
免
疫
力
を
ア

ッ
プ
さ
せ
よ
う
／
木
村
�
090
―
4
4
2
3

―
2
8
3
9募

集
し
ま
す

■
外
国
人
へ
の
日
本
語
教
室
『
に
ほ
ん
語

学
び
舎
』

毎
週
日
曜
日
10
時
〜
12
時
／
市
民
ホ
ー
ル

2
階
会
議
室
ま
た
は
さ
い
た
ま
文
学
館
3

階
研
修
室
／
外
国
人
無
料
、
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
年
額
1
�
0
0
0
円
／
日
本
語
を

学
習
し
た
い
外
国
人
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
／
鈴
木
�
787

―
4
8
8
8

■
相
撲
甚
句
『
埼
玉
相
撲
甚
句
会
』

練
習
日
毎
月
1
回
（
原
則
金
曜
日
）
18
時

30
分
〜
20
時
30
分
／
市
民
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室
／
数
人
／
月
額
1
�
0
0
0
円
／
相

撲
甚
句
で
福
祉
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
／

渡
部
�
090
―
3
5
4
0
―
1
6
3
5

■
詩
吟
『
泉
青
会
』

毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日
・
金
曜
日
10
時

〜
12
時
／
桶
川
公
民
館
／
6
人
／
月
額

2
�
0
0
0
円
（
見
学
と
無
料
体
験
2
回

有
）
／
初
心
者
大
歓
迎
／
詩
吟
を
習
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
わ
か
り
や
す
く
元
気
が
出

ま
す
／
青
山
�
726
―
5
9
8
0

■
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
募
集
『
Ｏ
Ｐ
Ｗ
ジ
ャ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』

毎
月
3
回
日
曜
日
13
時
〜
17
時
／
主
に
東

公
民
館
／
月
額
500
円
／
楽
器
演
奏
経
験
の

あ
る
人
／
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
、
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
、
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
、
女
性
ボ
ー
カ
ル
を
募
集
し
ま
す
／

佐
藤
�
090
―
2
5
2
5
―
8
4
7
6

■
青
春
時
代
の
な
つ
か
し
い
思
い
を
抒
情

歌
で
『
抒
情
歌
を
歌
う
会
・
風
月
花
』

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
10
時
〜
11
時
45
分

／
市
民
ホ
ー
ル
3
階
練
習
室
1
／
男
女
5

人
／
入
会
金
1
�
0
0
0
円
、
月
額
3
�

5
0
0
円
／
オ
ペ
ラ
歌
手
佐
藤
元
子
先
生

の
も
と
、
家
庭
的
で
楽
し
い
雰
囲
気
で
唄

い
ま
し
ょ
う
／
黒
河
�
786
―
7
1
6
2

■
イ
ギ
リ
ス
人
講
師
と
英
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
『
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ー
ク
ル
』

毎
月
3
回
土
曜
日
午
前
ク
ラ
ス
・
午
後
ク

ラ
ス
／
市
民
ホ
ー
ル
、
さ
い
た
ま
文
学
館

他
／
5
人
／
月
額
3
�
5
0
0
円
／
美
し

い
イ
ギ
リ
ス
英
語
が
学
べ
ま
す
／
阿
部

�
786
―
7
8
5
6

ニ
ー
ハ
オ

■
会
員
募
集
「
サ
ー
ク
ル
你
好
」

毎
月
第
2
・
4
金
曜
日
10
時
〜
12
時
／
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
入
会
金

3
�
0
0
0
円
、
月
額
3
�
0
0
0
円
／

中
国
語
の
聴
き
と
り
、
作
文
、
会
話
が
で

き
る
様
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
学

ん
で
い
ま
す
。
初
級
・
中
級
の
人
向
け
／

富
田
�
787
―
1
3
2
8
（
18
時
以
降
）

■
剣
道
で
�
丈
夫
な
体
��
が
ん
ば
る
心
�

を
『
桶
川
剣
友
会
』

①
毎
週
水
曜
日
18
時
〜
19
時
30
分
②
毎
週

土
曜
日
14
時
〜
15
時
30
分
③
毎
週
日
曜
日

9
時
〜
10
時
30
分
／
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
剣

道
場
／
入
会
金
2
�
0
0
0
円
・
月
額

2
�
5
0
0
円
（
兄
弟
割
あ
り
）
／
Ｈ
Ｐ

は
「
ｏ
ｋ
ｅ
ｋ
ｅ
ｎ
」
で
検
索
／
杉
野

�
090
―
1
6
0
0
―
2
5
3
4

■
簡
単
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
フ
ラ
メ
ン
バ
ー
募

集
『
ホ
ア
ロ
ハ
』

毎
週
水
曜
日
13
時
〜
14
時
、
毎
週
木
曜
日

11
時
〜
12
時
他
（
日
時
等
応
相
談
）
／
サ

ン
・
ア
リ
ー
ナ
他
／
1
回
500
円
（
別
途
場

所
代
月
額
100
円
）
／
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
心
地

よ
い
リ
ズ
ム
で
健
康
の
た
め
に
身
体
を
動

か
し
ま
せ
ん
か
／
ホ
ア
ロ
ハ
�
090
―
3
9

0
7
―
4
0
4
3

■
会
員
募
集
『
詩
吟

悠
悠
会
』

毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
日
10
時
〜
12
時
／

加
納
公
民
館
／
5
人
／
月
額
2
�
0
0
0

円
／
初
心
者
歓
迎
／
漢
詩
や
和
歌
な
ど
を

独
特
な
節
回
し
で
吟
じ
る
詩
吟
を
ど
な
た

で
も
親
し
み
易
い
教
本
と
腹
式
呼
吸
の
発

声
で
吟
じ
れ
ば
、
心
身
さ
わ
や
か
に
／

永
井
�
793
―
6
8
3
1

■
ピ
ラ
テ
ィ
ス
『
ミ
ン
ト
パ
ン
ダ
』

毎
週
木
曜
日
10
時
〜
11
時
／
農
業
セ
ン
タ

ー
／
月
額
2
�
5
0
0
円
／
寒
い
時
こ
そ
、

体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。
体
験
無
料
／

関
口
�
090
―
8
5
0
1
―
5
2
2
5

4月号の締め切りは、2月10日（金）です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

2017．23311
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青 木 清 掃 株 式 会 社
目
品
業
営 【本　　社】

TEL 
【事業本部】

TEL 

(一社)埼玉県建設業協会会員　(公社)日本下水道管路管理業協会会員　埼玉県公安委員会認定第43000636号

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ご家庭で処理できないゴミがある、側溝が詰まってしまった、土木工事業等
お困りなことがございましたら、お気軽にご相談下さい！皆様のお役にたちます！

・下水道維持管理業【側溝・水路清掃、TV調査、止水工事】
・土木工事一式【上下水道、舗装、浚渫】
・管更生工事
・一般、産業廃棄物運搬処理業・浄化槽清掃・保守点検業

〒363-0015

〒363-0004

埼玉県桶川市南一丁目2番6号

埼玉県桶川市五丁台425番1号
048（775）1551㈹

048（728）8273㈹

桶川市防災情報メール ※受信設定を確認のうえご登録ください。
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpへ空メール送信

（都合により変更したり、当直の専門医が限定される場合があります。）

【診療時間】午前９時～午後５時
【診療科目】医療機関に電話で確認してから、受診してください。

 
■
平
成
29
年
・
2
・
１
発
行
　
■
桶
川
市
長
　
小 

野 

克 

典

■
発
行
／
桶
川
市
役
所
　
　
■
編
集
／
秘
書
広
報
課  2 月のごみ収集日程表

燃やせるごみ
古着・新聞紙・
雑誌・段ボール・
紙パック

紙製の容器
と包装紙

プラス
チック

その他

高崎線東側

高崎線西側

●環境センター（リサイクル推進課） ☎728－1902

2・6・9・13
16・20・23・27
3・7・10・14
17・２1・２4・28

4・18

11・25

3・17

6・20

7・14
21・28
2・9
16・23

15

8

10・24

13・27

金属・
ガラス・
乾電池

※第２・第４土曜日は粗大ごみのみを受け入れます。（午前８時30分～11時30分）
※ごみは朝８時までに出しましょう。雨天の場合は、古着の排出は控えてください。
※買い物はマイバッグを使用しましょう。※レジ袋はごみ袋として使用できません。

35

婚姻届を出した人はあっしと一緒に
写真をとろうべに♪市民課で待って
るべに～

婚姻届を出した人はあっしと一緒に
写真をとろうべに♪市民課で待って
るべに～

北足立歯科医師会休日診療所

県救急医療情報センター
☎048－824－4199
緊急に受診が必要なときに診療可能な
医療機関を24時間体制で案内してい
ます（歯科、精神科は除く）。
小児救急電話相談（♯8000）
急いで病院にかかる必要性や、家庭
での処置方法をアドバイスしています。
■相談時間
月～土曜　午後７時～翌朝７時
日曜・祝日および年末年始
　　　　　午前７時～翌朝７時

小児初期救急当番医
診療日時：月～土曜
午後8時～10時（祝日、年末年始を除く）
＜当番医の問合せ＞
埼玉県央広域消防本部
☎048－597－3301（24時間対応）
大人救急電話相談（♯7000）
夜間の急な病気やけがに関して
アドバイスをしています。
■相談時間
月～土曜　午後６時30分～10時30分
日曜・祝日および年末年始
　　　　　午前９時～午後10時30分

鴻巣市赤見台1－15－23
☎048－596－0275
診療日時：日曜、祝日及び８月
13日～15日（年末年始は休診）
午前９時30分～午後０時30分

夜間可

夜間可

夜間可

夜間可

月 日 医 療 機 関 名 診 療 科 目 所在地 ＴＥＬ

2
月

5
日

小 島 医 院 内、小 桶川市 771-1212

伊 奈 病 院 内、外 伊奈町 721-3692

山 本 内 科 医 院 内 北本市 048-591-5025

11
日

上日出谷楢原整形外科 整、リハ 桶川市 789-2200

伊 奈 病 院 内、外 伊奈町 721-3692

北 本 第 一 ク リ ニ ッ ク 内、胃 北本市 048-591-7622

12
日

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

み や う ち 内 科 ・
消化器内科クリニック 内、消内 伊奈町 783-3751

北 本 心 ノ 診 療 所 心内、精 北本市 048-598-7573

19
日

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

希 望 病 院
内、神内、循内、
リハ、小、消 伊奈町 723-0855

本 藤 整 形 外 科 整、リウ、リハ、皮 北本市 048-592-7667

26
日

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

石 く ぼ 医 院 内、消内、
内視鏡内 伊奈町 872-6121

き た も と 脳 神 経 外 科
ク リ ニ ッ ク 脳 北本市 048-592-8808

の ぞ み


